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電話をかける 


I 親機で電話をかける 

親機で電話をかけるとさの操作です。 



受話器を取る 



d 巧手の方とお話 
しする 



•ダイヤルボタンの周囲び点なします。（ダイ 
ヤルライト） 
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「ツー」という音び聞 
こえたら 

ダイヤルする 



•まちびい電話を防ぐために「ツー」といラ 
音を確かめたあと、正しくダイヤルしてく 
ださい。 

•押したボタンのま号をスピーカーの音声で 
お知らせすることびでをます。（読上げボイ 
スダイヤル機能 4-4 ページ） 


•ディスプレイにおよその通話時間を表示し 

cK 〇 


4 通話びおわったら 

受話器を戻す 



◎優)© fo 。’ 

©©r 

©©感 
‘媛)©© 

—1 がザバ— 



ダイヤルボタン 


日：3日 
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■ 途中でやめると宝は 

受話器を戻します。 

■ 電話をかけ S れないときは{豚6-12ぺージ） 


電話をかける 


■ ほ話中や f 呆留中に巧おファクス受信に切日替わ 
るとをは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあ0ます。 

頻繁におこるときは、おまかせ受信（陽=7-已ぺ 一 
ジ）を「ナシ」にします。 

■ ほ話中にファクスを受信すると宝は 

親機で通話中のときは ffH 、 子機で通話中のと 


をは能）を押します。 


かの 


■ 読上げボイスダイヤル機能の音量を密えるとをは 

r 親機のスピーカー音量を変える」の操作をして 
ください。（陪 1-29 ぺージ） 

(読上げボイスダイヤル機能の音量は、親機のス 
ピーカー音量と連動しています。スピーカー音量 
を変えずに読上げボイスダイヤル機能の音量だ 
けを変えることはでをません。） 


■ 読上げボイスダイヤル傑能を設定/ 
は （cr 4-4 ぺージ） 


お除ずるとを 


■ 夏話おを取5ずに電話をかけるとまは 

(§) を押してからダイヤルします。 
スピーカーから 巧手の声び聞こえますので、天気 
予報や時報を聞くとさに便利です。ただし、巧手 
のちとの通話はでをません。通話するとをは受話 
器を取ってお話しください。 


をお知6せ 


• 表示される通話時間は已9分59砂までです。 

この時間を超えると0秒から新しくカウントさ 
れます。 

•電話をかけた巧手のちびナンバー-デイスプレ 
イ対応の電話機やファクシ 5 U で、ナンバー- 
デイスプレイなどのサービスを ご利用のと を 
は、ご自分の電話番号び巧手のちに通知（表示) 
されます。 

通知する/しないは、現在お選びの番号通知ち 
法によって異なります。 

•受話器を上げたり、オンフックボタンを押すと、 
ダイヤルボタンの周囲び約已砂間点なします。 
(ダイヤルライト）約已秒たつと消えますび、続 
けて上記の操作をするとまた点なします。 

•読上げボイスダイヤルの発声中になのダイヤル 
ボタンを押すと、発声中の声を止め、なに押さ 
れた番号を発声します。このため、早<ボタン 
を押すと音声び途切れます。音声を確認してか 
らなのボタンを押すことをおすすめします。 
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電話をかける 



I 充電器から取って 

ダイヤルする 

2を)を巧す 


0312345678 


3 巧手の方と 
お話しする 



• a 話ボタンび点なします。 

•スピーカーホンボタンを押すとスピーカー 
ホンで通話でをます。 

参通話ボタンを押してからダイヤルして電話 
をかけることちでをます。 

まちびい電話を防ぐために、通話ボタンを 
押したあと、「ツー」音を確かめてから正し 
くダイヤルしてください。 

■ 途中でやめるときは 

嫁 を押します。 

■ r ピーピ ー J とい5音が聞こえるとまは 
{陪 6-24 ぺージ） 

■ スピーカーホンで通話するとをは 
{豚 2-7 ぺージ） 


•ディスプレイにおよその通話時間を表示し 
9 〇 
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4通話び終わったら 

巧電器に房す 



参通話ボタンび消なします。 

•充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
ます。 

•通話時間の表示は、約已秒後に消え、待受 
画面に戻ります。 


をお知6せ 

• ご使用環境によっては子機から電話びかからな 
いことびあります。少し場所を移動してみてく 
ださい。 

•親機や他のモ機び使用中のとさは、子機で電話 
をかけることはでをません。 

•モ機で電話をかけるとさは、読上げボイスダイ 
ヤル機能は働をません。 
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電話を受ける 


親機で電話を受ける 


親機で電話を受けるとさの操作です。 


着信音び鳴ったら 

受話器を取る 



2巧手の方とお話 ( fM % 



しする 


参ディスプレイにおよその通話時間を表示し 
ます。 



3 通話び終わったら 

受話器を房す 



■ 着信音の大宝さををえるとをは 

(規煤の着信音量を巧える1 -25 ぺージ） 

■ ほ話中や巧手の方が巧留中に巧おファクス受信 
に切 D 替わると宝は 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあ0ます。 

頻繁におこるとさは、おまかせ受信を「ナシ」に 
します。（陽7-已ぺージ） 

■ ほ話中にファクスを受信するとさは 
{陪2-3ぺージ） 


r チヤクシンキ□クアリ J と表示されていると 
をは 

着信記録を表示させると、電話びかかってさた曰 
時を確認することびでをます。ナンバー-デイス 
プレイを契約しているとをは、巧手の方の電話番 
号や、電話帳に登録されている名前ち表示しま 
す。 

なお、表示されるのは、着信あり表示の設定び 
「ア1」」になつているとをです。 

はじめは「ナシ」に設定されています。 

(が己-10ぺージ） 


巧^お知6せ 

• 電話びかかってをたとを、親機のダイヤルボタ 
ンの周囲び点滅します。 

•ナンバー■ディスプレイを契約すると、電話び 
かかってをたとを、巧手のちの電話番号などび 
ディスプレイに表示されます。（豚己-已ぺージ） 
•表示される通話時間は已9分已9砂までです。こ 
の時間を超えると□砂から新しくカウントされ 
9 〇 
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電話をまける 


モ機で電話を受ける 


モ機で電話を受けるとさの操作です。 

電話びかかって<ると、最初に親機の着信音び鳴って、少し遅れてテ機の着信音び鳴ります。 


着信音が鳴ったら 

巧電器か5取つ 
てを巧す 


参通話ボタンび点なします。 




3 通話び終わったら 

巧電器に房す 



•通話ボタンび消なします。 

•充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
ます。 

•通話時間の表示は、約已秒後に消え、待受 
画面に戻ります。 


■ 着信音が鳴っているとをに音を r 切 J にずるとさは 

着信音び鳴っているとをにを押すと、音び 
「切」になります。（親機は鳴り続けます。） 

なに電話びかかってをたとをは、ちとの設定して 
いる着信音び鳴ります。 

■ 着信音の大まさををえるとまは 

{モ機の着信音量ををえる际= 1-27 ぺージ） 

■ 通話中や巧手の方び巧留中に巧おファクス受信 
に切日替わると宝は 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあ0ます。 

頻繁におこるとさは、おまかせ受信を「ナシ」に 
します。（豚7-已ぺージ） 


をお知6せ 

♦クイック通話の設定を roN 」 にしているときは、 
テ機を充電器から取るだけで、通話ボタンを押 
さなくてを電話を受けることびでをます。（ク 
イック通話を設定するが 4-7 ページ） 

•モ磯や充電器を設置するとをは、親機や PHS / 
携帯電話の充電器、その他の電気製品などと一 
緒に置かないでください。（でさるだけ離してく 
ださい。）子機の着信音び鳴らなくなることびあ 
ります。 

•ナンバー•ディスプレイを契約すると、電話び 
かかってをたとを、巧手のちの電話番号などび 
ディスプレイに表示されます。己-已ぺージ） 
•親機でコピー中、プ U ント中のとをは、子機で 
電話を受けることはでをません。また、着信音 
ち鳴りません。 





電話帳留守番 


電話を受ける 










子機を置いたまま電齡かける/受ける（スピ-力-ホン) 


I モ機を置いたまま電話をかける 

モ機を置いたまま電話をかけてお話しすることびで 
をます。（スピーカーホン） 




1ダイヤルする 

2 スピーカーホン 

風を巧す 


^2が 

0312345678 



•通話ボタンび点なして、ディスプレイの 
がマークび 表示されます。 

■ 途中でやめるとまは 

绿を押します。 

■ r ピーピ ー J とい5音が聞こえると宝は 
{陪 6-24 ぺージ） 

■ 巧手の方の吉が聞こえに<いとまは 

(モ機のスピーカー音量ををえる腐=1-30ベー 
ジ） 


3マイクに向かつ 
て巧手の方とお 
話しする 


•マイクから約已 Ocm 〜 2 m の範囲内でお話 
しください。 

•通話中は通話時間（目ま）を表示します。 

4 通話び終わった5 

參)を押す 

•通話時間（目ま）は約已秒後に消えます。 


巧^お知6せ 

♦スピーカーホン通話中に、スピーカーの音量を 
r 大」にすると、音び途切れることびありますび、 
故障ではありません。 

• モ機を持って通話中にスピーカーホンボタンを 
押すと、スピーカーホンでの通話に切り替える 
ことびでをます。（スピーカーホンでの通話に切 
り替えたあと、テ機を充電器に置くと、通話び 
切れます。） 

•スピーカーホン通話中に、巧手のちの声び聞を 
取りにくいとさや、周囲び騒びしいとをは、子 
機を取ってお話しください。（テ機を充電器に置 
いていないとをは、スピーカーホンボタンを押 
すとスピーカーホンは解除されます。） 

•スピーカーホンボタンを押して、すぐに巧手か 
らの電話びつなびったとをは、こちらの声び巧 
手に聞こえないことびあります。 

こんなとをは、テ磯を取ってお話しください。 





モ機を置いたまま電話をかける/受ける(スピ I 力—ホン) 
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モ機を置いたまま電話をかける/まける（スピーカーホン) 


機を置いたまま電話をまける 

モ機を置いたまま電話を受けてお話しすることがで 
さます。（スピーカーホン） 



着信音が鳴ったら 

乂 L — 力ーホン^ 4 m 

喔） を J 甲ず 

匿肩/、、。 


^2が 


30 


参 a 話中は通話時間（目ま）を表示します。 
•通話ボタンび点なして、ディスプレイの 
がマークび 表示されます。 

d マイクに向かつ 
て巧手の方とお 
話しする 

•マイクから約已 Ocm 〜 2 m の範囲内でお話 
しください。 



■ 巧手の方の青び聞こえに<いとをは 
(モ機のスピーカー音量ををえる 巧 
ジ） 


3 通話び終わったら 

慶)を巧す 


>通話時間（目安）の表示は、約已砂後に消 
え、待受画面に戻ります。 


>1-30ぺ一 


■ 着信音の大まさををえると宝は 

{子機の着信音量ををえるが 1-27 ぺージ） 


をお知6せ 

• スピーカー ホン通話中に、 スピーカーの 音量を 
r 大」にすると、音び途切れることびありますび、 
故障ではありません。 

•スピーカーホン通話中に、巧手のちの声び聞を 
取りにくいとさや、周囲び騒びしいとをは、子 
機を取ってお話しください。（テ機を充電器に置 
いていないとをは、スピーカーホンボタンを押 
すとスピーカーホンび解除されます。） 

•モ機を持って通話しているとさ、スピーカーホ 
ンボタンを押すとスピーカーホン通話になりま 
す。（スピーカーホンでの通話に切り替えたあ 
と、子機を充電器に置くと、通話び切れます。） 





電話帳留守番 


モ機を置いたまま電話をかける/受ける(スピーカーホン) 
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子機だけに電話がかかって < るよミにする（優先呼出) 


優先呼出を設定すると、電話びかかってをたとを、 
設定されたモ機だけに着信音び鳴ります。 



通話ボタンを消好させた状態で操作します。 


1$$を巧し、 

( S ) で r ユウセン 
ヨビダシ J を選ぶ 


I 视ンが 


2 ( S ) を巧す 

1斷呼出1 


かツテイシマシタ 


>「ピー」と鳴り、ディスプレイに (1 娜出 I び 
表示されて、優先呼出び設定されます。 


■ 途中でやめるとまは 

感 を押します。 

■ 厦巧呼出をおなすると宝は 

ディスプレイに ( lii ] び表示されているとを 
に、手順]〜2の操作をします。 

「ピピッ」と鳴り、ディスプレイの fiMl び、消 
えます。 

優先呼出の表示が 
消文ます 



をお知6せ 

• 設定後、9時間経過したとさは優先呼出び自動 
的に解除されます。 

• 優先呼出を設定でをるテ機は、1台のみです。 
すでに他の子機を優先呼出に設定しているとを 
は、「ピピピピ」とアラームび鳴り、優先呼出を 
設定することはでをません。 

•優先呼出を設定したあとで、テ機の充電池を交 
換すると、 flMl の表示は消えますび優先呼出 
は設定されたままになります。 fiMl を表おさ 
せるとさは、解除してをラー度設定し直してく 
ださい。 

•優先呼出を設定しているとをは、親機や他の子 
機で電話を受けることはでをません。 

•優先呼出を設定していてち、留守設定時は留守 
機能び働を、親機で自動応答します。 

•親機でコピー中、プ U ント中のとをは、優先呼 
出を設定していてち、子機で電話を受けること 
はでをません。また、着信音も鳴りません。コ 
ピー.プ U ント終了後は、テ機で受けることび 
でをます。 




力ががシタ 


I 優巧呼出を設定する 



モ機だけに電話びかかつてくるよラにずる(優先呼出) 
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通話中にお待たせする（保留) 


通話中、巧手のちをお待たせするとをに、メ□デイ 
を流します。 

(巧名：「ビューテイフル.ド U - マー」） 






000 

000 

000 

000 

口 I 


巧線/クリア 

轉 


親機で通話中にお待たせする 


通話中に 

肉細/保田1^ 4 in I 

(0 をがして、 
受話器を戻す 


ホリュウ中 


•イ呆留メロディび流れ、お互いの声び聞こえ 
な< な0ます。 


d 再び通話するとをは 

受話器を取る 



•イ呆留メ□ディび止まり、お話しでさるよラ 
になります。 

•受話器を戻さなかったとをは、ちラー度、 
内線/な留ボタンを押すと、再び通話でさま 
す。 


モ機で通話中にお待たせする 


通話中に 

巧線/クリア — 

网を巧す 


♦な留メロディび流れ、お互いの声び聞こえ 
なくなります。 

•通話ボタンび点滅します。 

■ 巧留中に化の電話機で電話に出るとまは 
{ひと日面送陪を20ページ） 


d 再び通話するとをは 

+巧獨/ク I 」ア 

^まには 
を巧す 

参な留メ□デイび止まり、お話しでさるよ5 
になります。 

参通話ボタンび点なします。 





電話帳留守番 


通話中にお待たせする(保留) 
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電話をかけ直す（再ダイヤル) 







3 通話び終わったら 

受話器を戻す 



d ツーとい5音び 
聞こ文たら 

曰り）を巧す 


•親機で再ダイヤルでさる番号は32ケタま 
でです。 

•まちびい電話を防ぐために、「ツー」といラ 
音を確かめたあと、再ダイヤルボタンを押 
してください。 

•最後にかけた巧手の方に電話をかけます。 

■ 途中でやめるとまは 

受話器を戻します。 

■ 規機の再ダイヤルの記憶をミ肖去するとをは 

受話器を置いたまま操作します。 


① 


3 の）を押す 


③ g を押す 

③「ピー」と鳴り再ダイヤルの記憶び消去されま 
す。 


巧"お知6せ 

• 呼び出し中や通話中に誤ってダイヤルボタンを 
押すと、なに再ダイヤルしたとを、ちびラとこ 
ろに電話びかかることびあります。このとをは、 
ダイヤルボタンを押してかけ直してください。 

• 再ダイヤルの番号は、親機とテ機で別々に記憶 
しています。親機でかけたま号を子機で再ダイ 
ヤルすることや、モ機でかけたま号を親機や他 
のモ機で再ダイヤルすることはでをません。 

• 再ダイヤルで電話をかけ直すとさは、読上げボ 
イスダイヤル機能は働をません。 


相手のちびお話し中などで、ちラー度電話をかけ直 
すとをは、再ダイヤルボタンを使って簡単に電話を 
かけ直すことびでをます。 

親機では、最後にかけた電話番号び1件記憶されて 
います。 


I 親機で電話をかけ直す 



電話をかけ直ず(再ダイヤル) 
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電話をかけ直す（再ダイヤル) 


I モ機で電話をかけ直す 

巧手のちびお話し中などで、ちラー度電話をかけ直 
すとをは、再ダイヤルボタンを使って簡単に電話を 
かけ直すことびでをます。 

モ機では、最大3件記憶されています。 



0312345678 



I 子機を充電器から 
取って 

日 ◎ を巧す 

•最後にかけた巧手の方び表示されます。 

2 ◎ で選び、 

魯を巧す 

•通話ボタンび点なし、選んだ電話番号にダ 
イヤルされます。 

•モ機で再ダイヤルでをる番号は最大24ケ 
夕までです。 

•モ機を置いたまま電話をかけ直すとさはス 
ピーカーホンボタンを押します。 

■ 透中でやめるとまは 

嫁 を押します。 

■ モ巧の再ダイヤルの記憶をずべてミ肖モずると宝は 

通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 

① (0) を押し、 （ g ) で「サイダイヤルクリア」 
を選ぶ 

③@を押す 

③ちう一度、 （ J 能）を押す（「ピー」と鳴ったあと、 
すべての再ダイヤルの記憶を消去し、待受画面 
に戻ります。） 


d 巧手の方とお話 
しする 



4 通話び終わったら 

充電器に房す 



•充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
9 〇 


巧^お知6せ 

•呼び出し中や通話中に誤ってダイヤルボタンを 
押すと、なに再ダイヤルしたとを、ちび5とこ 
ろに電話びかかることびあります。このとをは、 
ダイヤルボタンを押してかけ直してください。 

• 再ダイヤルの番号は、親機とテ機で別々に記憶 
しています。親機でかけた番号を子機で再ダイ 
ヤルすることや、モ機でかけた番号を親機や他 
のテ機で再ダイヤルすることはでをません。 

•モ機の再ダイヤルの記録を、1件ずつ消去する 
ことはでをません。 

•親機でコピー中、プ U ント中のとをは、子機で 
電話をかけることはでをません。 





電話帳留守番 


電話をかけ直す(再ダイヤル) 
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視機と子機の聞でお話しずる（内線通話) 


親機からモ機を 
呼び出してお話しする 


親機から子機を呼び出して、お話しします。 

m 






通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 




親機 


]キ北'' ダシ 

I 




2 


受話器を取って 
の懲 を巧し、 

モ機の内線ま号 
を巧す 

(例）テ機1のとき 

•モ機の内線番号は子機のディスプレイに表 
示している番号です。 

>子機 



着信音び鳴ったら 

巧電器か百取つ 
てを巧す 

•通話ボタンび点なします。 


■ 規機とモ機の巧で通話中にかか5電話がかかつ 
てをた5 

親機のスピーカーや子機の受話□からそれぞれ 
に着信音び聞こえます。 

親機で話ずには 

①受話器を戻す（内線通話び切れます。） 

③受話器を取る（かの巧手のちと通話でをます。） 

モ機で話ずには 

①を押す（内線通話び切れます。） 

③テ機の着信音び鳴り始めたら、（|^を押す(か 
の巧手のちと通話でをます。） 


3 を B 親糖子傑 

お話しする 


4通話びおわった5 

お^為構 

受話器を戻す 
换モ機 
巧電器に戻す 


•充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 



をお知6せ 

• 内線通話では、な留はでをません。 

•内線通話中に、テ機び親機に近づをすざると、 
「ピー」といラ音び出ることびあります。 

• 内線通話のとをは、読上げボイスダイヤル機能 
は働をません。 

• 内線通話の着信音色を変えることはでさません。 
•子機の着信音量を「キリ」に設定していてち、内 
線通話の着信音は「ショウ」の大ささで鳴ります。 





親機とモ機の間でお話しずる(内線通話) 
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巧機とモ機の巧でお話しする（内線通話) 



>モ機 


子機を充電器から 
取って 

を巧し、 

r ナイセン： J と 
表示をれた百規 
機の内線ま号 
(喔 )) を押す 

参通話ボタンび点滅します。 



3 担§親機^子機 

お話しする 


4通話びおわったら 

親機 

受話器を房す 

嫁 子機 

充電器に房す 


•充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 



巧^お知6せ 

• モ機のスピーカーホンでの内線通話はでさませ 
ん。（がマークは表示されますび、通話はでを 
ません。） 

• 内線通話の着信音色を変えることはできません。 
•親機の着信音量を r キ U 」 に設定していてち、内 
線通話の着信音は最ルの大ささで鳴ります。 





電話帳留守番 


親機と子機の間でお話しする(内線通話) 
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子機と子機の間で織しずる（トランシ-パ-方咖線通話) 


UX-F24CW をお使いのとを、または UX-F24CL/UX-F24CW にトランシーバーち式の内線通話に対応 
しているテ機 （CJ-KS 已 0) を増設してお使いのとをは、子機とテ機で通話をすることびできます。 

トランシーバーち式とは、一人ずつ交互に通話ずるち式でず。同時にはお話しできません (-方で話して 

いる間は、相手の声は聞こえません）。巧手側にメッセージを伝えるとさは、側面の(^]を巧したまま話 
し、伝え終わった5 (0 を離しまず。下図のように、交互にこの操作をくり返して通話します。 


<話ず> 

1巧したまま 


< 


哥〇 

離ず 


<話ず> 

1巧したまま 



ごはんでさたよ！ 



今、手び離せないか S 
巧に食べてて。 


分かった。 
早く来てね 



<聞<> 
離す 


<話ず> 
巧したまま 


※メッセージの最後に「どうぞ」など一言添えると、よりスムーズにお話しできまず。 


>モ機 


モ機を巧電器か 

旦取って巧梯 録」 ァ 例：子機2を巧び出した 

ち押し、 r ナイセ ーし 

ン： J と表示をれ 
た百巧び出した 
いモ機の内線ま 
号を巧す 

•通話ボタンび点滅します。 

•呼び出したモ機び応答するまで「ププププ 
'•'」と鳴ります。 


ミセン: 


■ D 乎び出されたテ機の操作 ■ 


着信音び鳴ったら 

巧電器か百取って 

霉)を巧す 



〇0〇 


「プップップップッ」と鳴ります。 


2 


>子機 

呼を'出したモ機のちび電話に出たら 
(r プップップップッ」と鳴る） 

側面の（|]を 

巧し続けなび己 
メッセージを伝 
をる 

参「ピポッ」と鳴り、押し続けている間、メッ 
セージを伝元ることびでをます。 

•巧手のちの声は聞こえません。 


000 



■ D 乎び出された子機の操作 ■ 



メッセージび 
聞こをる 


>こちらの声は相手のちへは聞こえません。 


巧ぺ-ジへ- 





モ機とモ機の間でお話しする(トランシ 1' パ—方式内線通話) 
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000 



■巧び出されたモ機の操作 ■ 

相手のちびお話しを終えて(目を離したら 
( 「プップップップッ」と鳴る） 

側面のリ 


モ機とモ機の巧でお話しする（トランシーパー方式内線通話) 


—つづさ 

3爲モ機 

メッセージが 

終わったら 

を離す 

• 「ピポッ」と鳴ったおと、「プップップッ 
プッ」と鳴0ます。 

4嫁モ機。 

相手のちびを押 
したら 

( r プップップッ 
プッ」と鳴らな<な 
ります） 

お話ち聞< 

•こちらの声は巧手のちへは聞こえません。 




ソウワ 


&手順2〜4をくり返してお話しする 


6 


0001^ 


を 

巧し続けなが5 
メッセージを 
伝える 

• 「ピポッ」と鳴り、巧し続けている間、 
メッセージを伝えることびでさます。 
参相手の方の声は聞こえません。 


■巧び出された子機の操作 ■ 

メッセージび終わったら 

のを離す 


>「ピポッ」と鳴ったあと、「プッ 
プップップッ」と鳴ります。 


?子機 

通■話をやめるとさは 

テ機を巧電器に 
戻す 


•どちらのテ機からでも通話をやめることび 
でさます。 

•充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 



巧^お知6せ 


I 巧手のちのお話しを聞いているとをは、トランシーバーボタンを押さないでください。通話び切れる 
ことびあ0ます。 

I モ機間でのトランシーバーち式内線通話は親機を経由して行います。子機とテ機び近くても、親機か 
ら離れすざると通話でをなくなります。 

I お話し中に電話びかかってきたとをは 
-呼び出し中や両者びトランシーバーボタンを押していないとを 
…内線通話び切れ、外線着信状態になります。 

通話ボタンを押すと電話に出ることびでをます。 

-どちらかびトランシーバーボタンを押してお話しているとを 
…お話を聞している方の受話□から着信音び聞こえます。 

巧手びメッセージを伝え終えてトランシーバーボタンを離したあと、切ボタンを押し、か線着信 
状態になってから通話ボタンを押すと、電話に出ることびでをます。 

I 増設テ機 CJ - KS 4/ CJ - KS 7 をご使巧のときは、テ機間ひと声通巧びできます。（豚 4-9 ぺージ） 





子機と子機の間でお話しずる(トランシ 1' パ—方式内線通話) 
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電話をとりつぐ（とりつぎ拓送) 


Iji 機か S モ機へ電話をとりつぐ t モ機か6巧機へ電話をとりつぐ 

親機で受けた電話を子機へとりつぐときの操作で外の巧手のちからかかってをた電話を子機から親機 
す。 にとりつぐとさの操作です。 


操作のしかた 


操作のしかた 


(tB 


親機 


>子機 


肉線/保留 

◎ ► 

(例）テ機1のとき 


通話中に 

"獄を押し、 

モ機の内線ま号 
を押す 

•巧手の方には、な留メロディび流れます。 
•モ機の内線番号は子機のディスプレイに表 
术している番号です。 

♦複数のモ機を使用している場合、続けて他 
のモ機の内線番号を押して呼び出すことび 
でをます。（内線シフトコール） 

'モ機 


2^ 

着信音が鳴ったら 

巧電器か S 取つ 
てを巧す 

•通話ボタンび点なします。 

d も置 )親機 

電話をとりつぐこと 
を伝元て 

受話器を戻す 


通話中に 

巧線/クリア 4 En I 

構）巧押レ、 

視機の内線ま号 
(喔 )) を巧す 

•通話ボタンび点滅します。 

•巧手のちには、な留メ□デイび流れます。 




ri 

I 

: 

◎ 

〇 〇 〇 〇 



•受話器を置< と、子機で外の巧手の方とお 
話しでをます。 

■ 呼び出してちモ機び出ないときは 

なの（操作方法 1) または（操作ち法 2) の操作 
をします。 

(操作方法1 ) 

①® g 胃を押す 

(呼び出しをやめて、保留になります。） 

③ち ラー 度胃を押す 

湘手のちとの通話に戻ります。） 

(操作ち法 2) 

①受話器を戻す 
③再度、受話器を取る 

湘手のちとの通話に戻ります。） 


d お i ) 親糖 

着信音び鳴ったら 

ま話巧を取る 


•モ機とお話しでをます。 

3换モ機 

電話をとりつぐ 
ことを伝えて巧 
電器に戻す 


参充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 

参このあと、親機で外の相手の方とお話しで 
をます。 

■ 巧び出してち巧機び出ないとまは 

が輝ァを押す 

(呼び出しをやめて、保留になります。） 

③も ラー 度 "*^^7 を押す 

け目手のちとの通話に戻ります。） 



巧^お知6せ 

•とりつぎ転送するとをは、読上げボイスダイヤ 
ル機能は働をません。 

•テ機の着信音量を r キ U 」 に設定していてち、内 
線通話の着信音は「ショウ」の大ささで鳴りま 
す。 

•親機の着信音量を r キ U 」 に設定していても、内 
線通話の着信音は最ルの大ささで鳴ります。 





電話をとりつぐ(とりつざ転送) 
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子機か巧機へ電齡とりつぐ（トランシ-パ-方式転送) 

UX - F 24 CW をお使いのとき、または UX - F 24 CL / UX - F 24 CW にトランシーバーち式の内線通話に対応 
しているテ機 （ C 」- KS 已 0) を増設してお使いのとをは、テ機にかかってをた電話を他のテ機へトランシー 
バーち式でお話ししてから転送することびでをます。 

トランシーバーち式とは、一人ずつ交互に通話ずるち式でず。同時にはお話しできません (-方で話して 
いる間は、相手の声は聞こえません）。相手側にメッセージを伝えるときは、側面のを巧したまま話 
し、伝え終わった S ® を離しまず。下図のように、交互にこの操作をくり返して通話しまず。 



資モ機 

モ機で外線通話 
中に ^ 

巧し、呼び出し 
たいモ機の内線 
ま号を巧す 

参通話ボタンび点滅します。 

•呼び出したモ機び応答するまで「ププププ 
'•'」と鳴ります。 

•外線通話中の巧手のちにはな留メロディー 
び流れます。 


■巧び出されたテ機の操作 ■ 


着信音び鳴ったら 

巧電器か百取って 
嚷)を巧す 


r プップップップッ」と鳴ります。 






子機から子機へ電話をとりつぐ(トランシ—バ—方式転送) 


2-18 


次ページへ-- 




































モ機か 6 モ機へ電話をとりつぐ（トランシーバー方式拓送) 


►つづさ 


2 


>モ機 


呼び出したテ機のちび電話に出たら 
( r プップップップッ」と鳴る） 


例：子機2を呼び出した 
とを 



側面のを 
巧し続けなび己 
電話をとりごぐ 
ことを伝える 


• 「ピポッ」と鳴り、押し続けている間、メッ 
セージを伝えることびでをます。 

•巧手のちの声は聞こえません。 

3據モ機 

^ッセージが 
終わったら 

(0 を離す 

• 「ピポッ」と鳴ったおと、「プップップッ 
プッ」と鳴0ます。 


000 


■巧び出された子機の操作 ■ 



メッセージび 
聞こえる 


•こちらの声は相手の方へは聞こえません。 


4 


>子機 


000 


■巧び出されたモ機の操作 ■ 

相手のちびお話しを終えてを離した日 
( 「プップップップッ」と鳴る） 


側面の ( 


を巧し続けなび己 


を 


巧手のちび 
押したら 

( 「プップップップッ」 
と鳴らな<な0ます） 

お話しを聞< 



>こちらの声は巧手のちへは聞こえません。 000 


メッセージを伝える 

• 「ピポッ」と鳴り、巧し続けている間、 
メッセージを伝えることびでをまず。 
♦巧手の方の声は聞こえません。 


■巧び出されたモ機の操作 ■ 


メッセージび終わったら 


を離す 


>「ピポッ」と鳴ったあと、「プッ 
プップップッ」と鳴0ます。 


b を百に、モ機囲でお話しするとをは、 
手順2〜4をくり返す 

6换モ機 

モ傑を巧電器に戻す 

•充電器に戻さないときは切ボタンを巧します。 

■ 呼び出しているモ機が出ないと宝は 

を押すと、呼び出しをやめてな留になり 
ます。このあと または を押すとか 
線の巧手の方との通話に戻 D ます。 


■ D 乎び出されたモ機の操作 ■ 
イ呆留メ □デイーび聞こえたら 
^またはを巧す 

^〇〇1♦が線のホ目手のちと通話でをます。 


をお知6せ 

• モ機間でお話し中に、巧手の方のお話しを聞い 
ているとさは、トランシーバーボタンを押さな 
いでください。通話び切れることびあります。 

• モ機間でのトランシーバーち式内線通話は親機 
を経由して行います。子機と子機び近くてち、親 
機から離れすざると通話でさなくな D ます。 

• 増設子機 CJ - KS 4 / CJ - KS 7 をご使用のとさ 
は、テ機間ひと声転送びでをます。 （0^4-10 
ぺージ） 





テ機からモ機へ電話をとりつぐ(トランシ 1' パ—方式転送) 
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電話を自分ひとりでとりつぐ（ひとり面送) 


かかってきた電話を自分ひとりで親機からテ機、テ機から親機にとりつぐことびできます。 
また、テ機を増設されたときは、テ機から他のテ機へとりつぐこともできます。 

I 親機からモ機へとりつぐ 


ぉ磯 

規機で通話中に 
~を押し、 
受話器を戻す 



モ機から巧機へとりつぐ 


嫁モ機 

子機で通話中に 

"" W を巧し、 

巧電器に戻す 

参充電器に戻さないときは切ボタンを巧します。 


d 親機 

着信音び鳴ったら 

受話器を取る 



•巧手の方とお話しでをます。 


モ機か6他のモ機へとりつぐ 


>モ機 

テ機で通話中に 

を巧し、 

巧電器に戻す 

•充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 


2嫁齡子機 

巧電器か百取つ 
てを巧す 


•充電器に置いていないとをは、そのまま通 
話ボタンを押します。 

•クイック通話を roN 」 にしているときも通 
話ボタンを押します。 

•通話ボタンび点なして巧手の方とお話しで 
さます。 





電話を自分ひとりでとりつぐ(ひとり転送) 
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視機の電話帳に登録する 




[^巧機の電話帳に登録する 

よく利用する電話番号を、電話帳に登録しておくこと 
びでをます。親機には最大100人分の番号を登録で 
をます。 



受話器を置いたまま操作します。原稿挿入□カバーを開いてから操作します。 


〇を巧し、 
©で r デンワ 
チョウ J を選ぶ 


〈トウ□ク〉 

6 : テ'' ンワチョウ 


2 奠) を巧し、 

〈テ'' ンワチョた 

r トウ□ク J を 

I :トウ□ク 2: テンソウ 

選ぶ 


3 @を押す 

アイテメイトウ□クカナ 

4名前を入れる 

アイテメイトウ□クカナ 

應大 20 文き） 

イケタ''サトシ 


•名前の入力を省略するとをは、ミ夫定ボタン 
を押して手順6に進みます。 

名前を入力しないで電話番号を登録する 
と、名前のところに電話番号び表示されま 
す。 

■ 文字を入力ずるとをは 
{陽 2-25 〜 2-26 ぺージ） 

■ ナンパー • ディスプレイのち前表示とは 
{豚 5-2 ぺージ） 

■ ナンパー • ディスプレイの着信鳴0分けとは 
{傾 5-1 8〜 5-20 ぺージ） 


ら奠)を巧す 

6電話ま号を入れ 
る(最大 32 ケタ） 


A'' ン]''ウトウ□ク 
N0.= 


がン]''ウトウ□ク 
NO. =0312345678 


•ま号を入れまちびえたとをは、消去ボタン 
を押すと、1つ前のま号び消えるので、ち 
ラー度入れ直します。 

•ナンバー-ディスプレイをご利用の方で、 
電話帳に登録した巧手のちを名前で表示さ 
せるとをや着信鳴り分けをさせるとさは、 
同じ市内でち化ず市が局まから登録して< 
ださい。 


/' @を押す 


•続けて登録するとをは、4 
り返します。 


トウ□クシマシタ 

7の操作を< 


8 停止 1 

嚷 を巧す 



5一 
5一 

◎8 
◎ ◎ ◎ 
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親機の電話帳に登録ずる 
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親機の電話帳に営録する 


■ 透中でやめるとまは 

(§) を押します。 

■ 1つ前に房るとまは 

0を押します。 

■ 登録した内容を確認するとをは 

電話番号 U ストをプ U ントします。 

(操作ち法 1) 

① Q ) を押す 

② ©で「インサツ」を選び紅を）を押す 

③ 「デンワチョウリスト」を選ぶ 

④ （ g ) を押す 

(操作ち法 2) 

① （ c $™ を押す 

② を押す 


■ 規機の電話根の内容をモ機にち登録ずると宝は 
{豚2-35ぺージ） 

■ ポーズにごいて 

回 （再ダイヤル）ボタンを押すと、約3秒間の 
待ち時間（ポーズ）びでをます。続けて入力する 
ことちでをます。 

ポーズを入力するのは、構内交換機から0発信す 
るとをだけにしてください。 

それし U 外のとをにポーズを入力すると、正しく電 
話びかからないことびあります。また、テ機に電 
話帳を転送したとを、テ機でナンバー-ディスプ 
レイを利用していてち番号び表示されません。 
ディスプレイには一（八イフン）で表示されます。 


をお知6せ 

♦親機の電話帳には、あらかじめなの3件の電話 
番号び登録されています。あらたに登録でをる 
のは97人分です。100人分登録したいとをは、 
この内容を消してください。 


• まちびい電話を防ぐため、電話帳にま号を登録 
するとをは、ディスプレイ表示を見なびら正し 
<登録して<ださい。また、登録後は電話番号 
U ストをプ U ントして、確かめてください。 

♦着信記録から電話番号を選び、電話帳に登録す 
ることびでをます。（陪=已 -16 ぺージ） 

•ナンバー•ディスプレイをご利用のちで、電話 
帳に登録した巧手のちを名前で表示させるとを 
(豚已 -2 ぺージ）や着信鳴り分けをさせている 
とを（陽=已 -18 ページ）は、同じ市内のま号で 
ち必ず市外局番から登録して<ださい。 

•市外局番の前に「184」、「18己」などの番号を 
登録すると、ナンバー•ディスプレイご利用時 
の名前表示（豚已 -2 ページ）や着信鳴り分け 
(陪已 -18 〜已 -20 ぺージ）び働かなくなりま 
す。 

•電話帳を登録するとをに、名前を入力しなかつ 
たとをは、電話番号び名前として登録されます。 

•親機の電話帳の内容をプ U ントしているとを 
は、テ機で電話をかけたり、受けたりすること 
はでをません 0 


»ジホウ 
〉>テンキヨホウ 
〉〉デンワアンナイ 




01 電話 


電話帳 


留守番 


親機の電話帳に琶録する 


7 7 4 
17 0 
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親機の電話帳に登録する 




親機の電話帳を修正する 

登録した電話帳の番号や名前を修正することびでを 
ます。 




停止 

(§) 


ダイヤルボタン 


原稿挿入□カバーを開いてから操作します。 


1を巧す 

2@で修正する 

イケタ''サトシ 

巧手の方を 選ぶ 

0312345678 

3 Q 在押す 

アイテメイトウ□クカナ 

イケタ''サトシ 

4名前を入れ直す 

アイテメイトウ□クカナ 


イケタ'' 巧ル 

•名前を修正しないとをは手順己に進んで< 

ださい。 



■ 义字を入力ずるとをは { b ^2- S 5 
ジ） 

■ 途中でやめるとまは 

を押します。 

■ —つ前に房るとまは 


消去 

◎ 


を押します。 


已@対甲す 

6) 電話 ま号を入れ 
直す 


がン]''ウトウ□ク 

N 0. =0312345678 


がン]''ウトウ□ク 

N 0. =09087654321 


•消去ボタンを押すたびに、表示されている 
最後の数字から順に消えます。そのあと、 
ダイヤルボタンで入れ直します。 
•電話番号を修正しないとさは手順 7 に進ん 
で < ださい。 



トウ□クシマシタ 


2 - 26 ぺ一 
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親機の電話帳に登録ずる 
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親機の電話帳に営録する 




2 


電 


話 

電 

帳 


留 

話 

巧 


蚕 



親 

機 

の 

電 

話 

帳 

に 

録 

す 

る 


親機の電話帳を消去する 

登録した電話帳の内容を1件ずつ消去することびで 
をます。 




原稿挿入□カバーを開いてから操作します。 


1 を巧す 

4もぅ一度、憂 

を巧す 


でミ肖去するイケタ''サトシ 
巧手の方を選ぶ日312345678 

〇透)を巧す 

3 g を押す 



■ 透中でやめると宝は 

§を}甲します。 

■ 規煤の電話植をずベてミ肖去ずると宝は 
{賊 7-3 ぺージ） 
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親機で文字を入力する 

電話帳に名前を登録するとをなど、文字を入力する場合は、ダイヤルボタンを使って入力します。 
(豚 2-21 ぺージなど） 

親機ではキャッチ/カナボタンで文字の種類を替えてダイヤルボタンで入力します。 


ヵトド 

入カボタン \ 

カタカナ 
[カナ] 

英字 
w 關 

数字 

[123] 

ヵトド 

入カボタン \ 

カタカナ 
[カナ] 

英字 
w 關 

数字 

[123] 

© 

アイウエオ 
アイゥェォ 


1 

© 

ラ U ルレ □ 

WXYZ 

9 

© 

カキクケコ 

ABC 

2 

© 

音声ガイド 

ワヲン B 
□(スぺ-ス） 

□曰田回回 
0□の □□ 

□( スベ-ス） 

0 

© 

サシスセソ 

DEF 

3 

トン© 

獨点/半還点 

無効 

木 

© 

タチツテト 

、ッ 

GH 1 

4 

© 

無効 

# 

© 

ナニヌネノ 

J KL 

已 

◎ 

力ー ソ J レ左ち移動 

© 

八ヒフへホ 

MNO 

6 

キヤツチ/力す 
◎ 

入カモード変換 

© 

7 S ムメモ 

PQRS 

7 

消去 

◎ 

カーソル上の1文字を消去 

© 

ヤュ3 
ャュョ 

TUV 

8 



く※）：英字の小文字は入力できません。 



义字入力一覧表 


留守番 


旦 電話 


親機で文字を入力ずる 


電話帳 
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親機で文字を入力する 


义字を入力する 


r イケタ'」と入力するとをはなのよラに入力します。 

受話器を置いたまま操作します。 


1 ◎ で义宇の 

アイテメイトウ□クカナ 

〇 ® を4回押す 

アイテメイトウ□クカナ 

種類を選ぶ 



イケ 


•はじめ、電話帳に登録するとをは、カナ入 
カモードになつています。 

•文字の種類を選 


ぶとをは、 


キャッチ/カブ 

◎. 


アイテメイトウ□クカナ 


>ボタンに複数割り当てられた文字を入力ずる 
「ア」と「王」、「ワ」と「一（長音)」など 
の文字を続けて入力するとをは1文字目を 
入力したあと、（〇)を押して、力ーソルを 
移動してから2文字目を入力します。 


えます。 


4 0)を1回押す 

アイテメイトウ□クカナ 


[カナ]カタカナを表示します。 

1 


イケタ 


[ ABC ] 英きを表示します。 
1 

[123]数字を表示します。 


5 


卜-ンイ 


を押す 


アイテメイトウ□クカナ 
イケタ'' 


2 


を2回巧す 


アイテメイトウ□クカナ 


>獨点 （'' ) や半獨点 （’） をつける 
文字を入れたあとに、^ぶろ\を押します。 


•くり返して押すと 

►イー►ウー►エーオー►アーイーウーエ- 


ゴ- 


の順に切り替わります。 


•スペースを入れる "" 

@を押して力ーソルを移動して、文字を 
入力すると、その間にスペースび入ります。 

b 奠)を押す 

参文字入力び終了します。 


义字を修正する 


■ 义字をミ肖すには 

カーソルの1っ前び消ぇます。（カーソルび文字の上にあるとをは、その文字び消えます。 


①©を押す 


■ 义字を入れ直すには 

①訂正したい文字を 
で選ぶ 


アイテメイトウ□クカナ 

A 

アイテメイトウ□クカナ 

イケタ''夕 

T 

イケタ'' 


③©を巧して 
文字を消す 


③ダイヤルボタンで正しい 
文字を入れる 


アイテメイトウ□クカナ 

A 

アイテメイトウ□クカナ 

A 

アイテメイトウ□クカナ 

イシダ 


イダ 

T 

イケタ'' 


キャッチ/カナ 

(文字の種類を替えるとさは、 （5 を押す） 


01 電話 


電話帳 


留守番 


親機で文字を入力する 
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視機の電話帳で電話をかける 




⑥通話び終わったら受話器を戻す • 電話帳から自動的に電話をかけるときは、読上げ 

ボイスダイヤル機能は働をません。（「184」な 
どダイヤルした番号では働をます。） 


I 巧手の方を選んで電話をかける 

電話帳に登録すると、簡単に巧手のちを選ぶことび 
でをます。 

電話帳は、頭文字をちとに記号一数字 （0 〜 9) 一 
英字 （ A 〜 Z ) 一已0音順に並べられています。 


受話器を置いたまま操作します。 


◎ 


〇 〇 


1 の を J 甲す 


2( g ) で巧手の方 
を選ぶ 

イケタ''サトシ 
0312345678 

♦ディスプレイで巧手のちを確かめます。 

3 受話器を取る 

イケタ''サトシ 
0312345678 

•選んだ巧手のちへ自動的に電話をかけます。 


厚止 


4巧手の方< 

£) 通話び終わ 

受話器を! 


■ 途中でやめるとまは 

巧手のちを選んでいるとをはを押します。通 
話中は受話器を戻します。^ 


■ 受話器を取ったあと、電話帳で電話をかけると宝は 
(1 84や186などをつけて電話をかけると定） 

①受話器を取る 

(184 (非通知）や18日（通知）などをっけて 
電話をかけるときは、このあと「184」や 
「18巳」をダイヤルします。親機び発信中のと 
きは、③〜⑥の操作を行ラことびできません。 
少し待ってから⑤〜⑤の操作を行ってくださ 
い。） 

③@口と押したあと、@で巧手のちを選ぶ 

③ (0 を押す 

④ 巧手のちとお話しする 


費お知6せ 


2 
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親機の電話帳で電話をかける 




話 

お 

ヒ 


S す 

つ勇 
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親機の電話帳で電話をかける 


1を巧す 

テ'' ンワチが 6 ケン 


レ]リ 9 4 ケン） 

2名前の頭文字を 

イケタ'' サトシ 

まむ巧のダイヤ 

0312345678 

ルボタンを巧す 


例ィヶダー《トリ 


•ァ〜ヮの各行ごとにしか検索できません。 

•選んだ文字から近い名前の巧手のちを表示 

します。 


3( g ) で電話を 


かける巧手を 


選ぶ 


4受話器を取る 

イケタ''サトシ 


0312345678 


ぶ 

•還んだ相手のちに自動的に電話をかけます。 



6 通話び終わったら 

ま話巧を房す 



厚止 


■ 透中でやめると宝は 

巧手のちを選んでいるとをはを押します。 
通話中は受話器を戻します。 


名前の頭文字を入力して、巧手のちを電話帳から選 
ぶことびでをます。 



2 


. 受話器を置いたまま操作します。 


巧手の方のを前の頭义字で 
巧索して電話をかける 


電話 


I 留守番 


親機の電話帳で電話をかける 



電話帳 
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タジホウ 
タテンキ3ホウ 
»バンゴウアンナイ 


■ ち前を入力ずるとをは（11ぞ2-31~2-32ぺージ） 

■ モ機で登録した電話根の内容を規機にを登録ず 
るとをは （11^2-36 ぺージ） 

■ ポーズにごいて 

回 （再ダイヤル）ボタンを押すと、約3秒間の待ち 
時間（ポーズ）びでをます。続けて入力すること 
ちでをます。 

ポーズを入力するのは、構内交換機から0発信す 
るとをだけにしてください。 

それじ(がのとをにポーズを入力すると、正しく電 
話びかからないことびあります。 

ディスプレイには_ (アンダーパ'-)で表示されます。 


巧"お知6せ 

•着信記録から電話番号を選び、電話帳に登録す 
ることびでをます。已 -17 ぺージ） 

•モ機の電話帳にはあらかじめ、3件分の電話ま 
号び登録されています。あらたに登録でさるの 
は97人分です。100人分登録したいとをは、こ 
の内容を消してください。 


まちびい電話を防ぐため、電話帳にま号を登録 
するときは、ディスプレイ表示を見なびら正し 
く登録してください。 



2を前を入れる 
(最大12义き） 


イケタ'’サトシ 


•名前の入力を省略するとをは、機能ボタン 
を押して手順4に進みます。 

名前を入力しないで登録すると、名前のと 
ころに電話番号び表示されます。 

(12 ケタまで） 

•内線/ク U ァ/な留ボタンを2砂し U 上押す 
と、すべての文字びミ肖えます。 


■ 途中でやめるとまは 

を押します。 


4■電話ま号を入れ 
る撮大1巨ケタ） 


0312345678 


•番号を入力せずに、電話帳に登録すること 
はでをません。 

•ま号を入れまちびえたとをは内線/ク U ア/ 
保留ボタンを押してま号を消したあと、ち 
ラー度、入れ直します。 

参内線/ク1」ァ/1 呆留ボタンを2秒し i (上押す 
と、すべてのま号び消えます。 

参「八イフン（一）」や「スペース」は入力で 
をません。 



b im ) を巧す 


ノ]リ95 


• 「ピー」と鳴って残りの登録可能件数び表 
示され、待受画面に戻ります。 
•続けて登録するとをは手順！〜已をくり返 
し行ってください。 


子機の電話帳に登録する 




[^モ機の電話帳に登録する 

よく利用する電話番号を、電話帳に登録しておくこ 
とびでをます。 

モ機では、1台にっを最大100人分の番号を登録で 
をます。 



通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 


旦 


7 7 4 
17 0 


電 

電 

話 

帳 

話 

留 

守 
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モ機の電話帳に登録する 


9 

2 

国 

2 











































モ機の電話帳に営録する 


をお知 6 せ 


•ナンバー•ディスプレイをご利用のちで、電話帳に登録した巧手のちを名前で表示させるとき（豚已- 
2ページ）や着信鳴り分けをさせているとき （0^ 已 -20 ページ）は、同じ市内のま号でも必ず巿外局 
番から登録してください。 

•市が局番の前に「184」「18己」などの番号を登録すると、ナンバー•ディスプレイご利用時の名前 
表示（豚已 -2 ぺージ）や着信鳴り分け（豚已 -20 ぺージ）び働かなくなります。 

•電話帳を登録するとをに、名前を入力しなかったとさは、電話番号び名前として登録されます。 


モ機の電話帳を修正する 


通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 



2© を 2 刚，す 0312345678 


•現在登録されている番号び表示されます。 

d 電話ま号を 
入れ直す 


038765432' 


4 © を巧す 


ノ]リ95 


>内線/ク U ア/保留ボタンを巧すたびに、表示 
されている最後の数字から順にミ肖えまず。そ 
のあと、ダイヤルボタンで入れ直しまず。 

>内線/ク1」ア/保留ボタンを2秒し U 上押し続 
けると、表示されている数字をすべて消す 
ことびでをます。 


• 「ピー」と鳴って残りの登録可能件数び表 
示され、待受画面に戻ります。 

■ 途中でやめるとまは 

狱 を押します。 

巧^お知 6 せ 

• モ機に登録した名前を修正することはできませ 
ん。名前をまちびえて登録したとさは、電話帳 
から消去したあと、ち5—度登録し直してくだ 
さい。 


モ機の電話帳を消去する 


登録した電話帳の内容を1件ずつ消去することびでをます。電話帳の内容を一度にすベて消去することは 
でさません。 


通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 



を2回巧す ノ]リ95 


2 赖を巧し、 

@で[ショウ 
キヨ J を選ぶ 


トン]舶 


• 「ピー」と鳴り消去び完了します。残りの登 
録可能件数び表示され、待受画面に戻0ます。 

■ 途中でやめるとまは 

嫁 を押します。 


2 電話 


電話帳 


留守番 


モ機の電話帳に登録する 
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子機で文字を入力する 




モ機ではカナ/キャッチボタンで文字の種類を替えてダイヤルボタンで入力します。 

I 文字入力一貢表 


\ 入カモード 

入カボタン\ 

カタカナ 
访ナ] 

英字 

隙] 

数字 

[数] 

\\ 入カモード 

入カボタン 

カタカナ 
[カナ] 

英字 

陕] 

数字 

[数] 

の 

アイ畑 
アイゥな 

無効 

I 


ラリルレ □ 

帅 XYZ 

wxyz 

吕 

趣 

貼クケ] 

ABC 

abc 

2 

媽） 

W ン日 
n (スへ。-ス） 

曰 □ 

(スへ。-ス）/ 
[]:，.！ 

()& ? @ 

0 

獨 

サシスセソ 

DEF 

def 

3 

な 

無効 

乂 

© 

タチツテト 

ヴ 

GHI 

邮 

4 


無効 

# 

感 

ナ ニ骑ノ 

JKL 

iki 

己 

スピーカーホン 

風 

區量/、、。 

濁点/半濁 
点 

無効 

( Smno ) 

化つへホ 

MNO 

mno 

6 

◎ 

力 ー ソ J レ左ち移動 

(7 阳 RS ) 

7 ミ W モ 

PQRS 
p 日 「s 

7 

巧祿/ク I 」ア 
【保留） 

カーソル上の1文字を消去に砂 
しツ上押し続けると、すべての文字 
を消ち） 


にョ 

ャュョ 

TUV 

tuv 

8 

カナ/ 

キャッチ 

〇 

文字の種類の切0替え 


2 


電 

電 

話 

帳 

話 

留 

守 
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モ機で文字を入力ずる 
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子機で文字を入力する 


=(1クを2回巧す 


ィ 

^スピーカーホン 

〇風を巧す 


イケタ'' 


院信い。 


•< り返して押すと 

罕ーイ -* •ウーエーオーァ-►ィーウーて一*•才1 

の順に切り替わります。 

英字、数字を入力すると宝は 

手順！で乂力したぃ文字の種類を選んで、手順2 
しツ降の操作をしてください。 


•還点 （'' ) や半獨点 （’） をつけたい文字 

スピーカー ホン 

を入れたあとに、恩）で獨点/半獨点 
超 iV 。。 

をつけます。 


6) ^を巧す 

•文字入力び終了します。 


义字を修正する 


かる で义字の種類 
を選ぶ 


>はじめは「カナ入カモード」になっていま 
す。 


が/ 

け，ちボタンを押す 


ごミに、 


d ( g ) を4回押す 


♦同じボタンを使って入力する文字(例： r ア」 
と「エ」、「ワ」と「一（長音)」など）を続 
けて入力するとをは1文字目を入力したあ 
と、 （ a ) を押して、力ーソルを移動してか 
ら2支幸目を入力します。 


ち記のよ 
ラに切り替わり 
ます。 


广历ナ]カタカナを表します。 

[英]英字を表示します。 

4 ■喔) を巧す 

イケタ 

[数]数宇を表示します。 

_1 

を押してカーソルを移動して、文字を 


入力すると、その間にスペースび入ります。 



が 

巧 I ? 


■ 义字をミ肖すには 

①訂正したい文字を 
@で動'; 

イケタ'’夕 


■ 义字を入れ直すには 

①訂正したい文字を 
@で動'; 

I イシダ 


内緑/クリア 

(D {©) 対甲す 


イケダ 


③®を押して文字 
を消ず 


イタ'' 


③ダイヤルボタンで正しい文字を還んで入れる 

カナ/ 

(文字の種類を替えるとをは、** g を押す) 


イケタ'' 


义字を入力する 


r イケタ'」と入力するとさはなのよラに入力します。 

ディスプレイは電話帳に登録する（豚 2-29 ぺージ）ときのものです。 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 


I 

lu 


■ 


2 電話 


留守ま 


モ機で文字を入力する 


電話帳 
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子機の電話帳で電話をかける 


I 巧手の方を選んで電話をかける 

電話帳に登録すると、マルチフアンクシヨンキーの 
操作だけで巧手の方を選ぶことびでをます。 
電話帳は、なの順に自動的に並べ換えられます。 
記号^数字 （0^9) ^英字 （ A ^ Z ) ^50音順 




通話ボタンを消好させた状態で操作します。 


イケタ'’扑シ 


@で巧手の方 
を選ぶ 

•巧手のちを選んだあと、 （ C 9 を押すと電話 
番号を表示して確認することびでをます。 


2 ち押す 



0312345678 


4 通話び終わったら 

充電器に房す 


•モ機を置いたまま電話をかけるとさは 
スピーカー ホンボタンを押します。 

•通話ボタンび点なします。 

•ダイヤルを始めます。 

■ 途中でやめるとまは 

( g ) を押します。 

■ 17ケタな上の番号をダイヤルするとをは 

電話帳には、電話番号を最大1己ケタまでしか登 
録でさません。17ケタしツ上の電話番号のとをは、 
番号を分けて登録しておけば続けて使えます。 
(チェーンダイヤル機能） 

① ( H ) で最初の番号を選ぶ 
③を押す 

③ @を押す 

④ ( g ) でなのま号を選ぶ 
⑥零^を押す 



•充電器に戻さないとさは、切ボタンを巧しま 
す。 


をお知6せ 

•親機でコピー中、プ U ント中のとをは、子機で 
電話をかけることはでをません。 




2 


電 

電 

話 

帳 

話 

留 

守 

蚕 


モ機の電話帳で電話をかける 
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し 


モ機の電話帳で電話をかける 


巧手の方の名前の頭义宇で巧索して電話をかける 


名前の頭文字を入力して、巧手のちを選ぶことちでをます。 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 


1感 


を巧す 


巧1っ 


2巧手の方の名前 
の頭义字をダイ 
ヤルボタンで入 
力する 

(例）「イ」で探す： 

〇を2回巧す 

巧押す 


4@で巧手の方を 
選んだあと、 
感を巧す 



イ 


け目手の方のま号び表示され、ダイヤルを始 
めます 


イケタ''サトシ 


•入力した文字から始まる巧手のちを表示し 
ます。 

•該当する頭文字ではじまる名前び登録され 
ていないとをは、最ち近い;欠の名前を表示 
し 9 〇 

■ 途中でやめるときは 

( g ) を押します。 


5巧手の方とお話 
しする 


&通話び終わったら 

巧電器に房す 




•充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
ます。 




2 電話 


電話帳 


留守ま 


モ機の電話帳で電話をかける 
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視機と子機の聞で電話帳を拓送ずる 


親機で登録した電話帳をテ機に、子機で登録した電話帳を親機に転送することびでをます。 

親機から子機へ転送すると電話帳の内容びテ機に追加されます。また、テ機から親機へ転送すると電話帳 
の内容び親機に追加されます。 

I 親機の電話帳を子機に拓送する 


原稿挿入□カバーを開いてから操作します。 


1◎を巧し、 

〈トウ□ク〉 

〇奠)を巧し、 

〈ピンケンテンソウ〉 

@で r デンワ 
チョウ J を選ぶ 

6 ：f ンワチョウ 

( Q ) で転を巧の 

1: 讲へテンソゥ 


モ機を選ぶ 

例：全件転送の場合 


2运)を押し、 

@で r テンソ 
ウ J を選ぶ 

を巧す 


< f ンワチョウ〉 

1:トウ□ク2:テンソウ 


すべて廣送するとをは 


4 r ゼンケンテンソ 
ウ J を選ぶ 


クンソウ〉 

1:ピンケンテンソウ 


件ずつ廣送するとをは 


4@で ri ケンゴ 
トテンソウ J を 
選ぶ 


くテンソウ> 

2:1ケン]’トテンソウ 


fa @ を巧す 


• 17 ケタ(上のま号で登録しているデータ 
は転送でをません。 

•転送び完了すると、「ピー」と鳴って「カン 
リョウシマシタ」と表示されます。 

途中でやめるとまは 


停止 

禱 


を押します。 


1つ前に戻るとまは 

を押します。 


◎ 


r テンソウデキナイデータガア y マスソウサヲ 
ツジケマスカ J とま巧されたとをは 

この表示は親機に 17 ケタしツ上の番号で登録して 
いるとをに表示されます。 

尚を）を押すと、その巧手のちしツかのデータを転送 
します。 


@を押し、 

( g ) で拓をしたい 
巧手の方を選ぶ 


クンソウ〉 

イケタ''サトシ 


をお知6せ 

•同じ名前、同じ電話番号で登録している電話帳 
の内容は転送されません。 

ただし、1か所でち修正した電話帳の内容は別 
のデータとして扱われて転送されます。 

•親機の電話帳を転送してち、モ機に登録されて 
いた電話帳の内容は上書をされません。 
•転送を行ってち、登録されていた電話帳の内容 
は消无ません。 




旦 


電 

電 

話 

帳 

話 

留 

守 

番 


親機とモ機の間で電話帳を転送ずる 
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親機とモ機の巧で電話帳を起送する 


. 通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 


1@でおちした い M ‘ウウ 

い巧手の方巧選 いソ」ハソ」夕 

祀見ヵン醜シタ 

んだあと、 (0) を 
巧す 

を選んだあと、 

(機能) を巧す 

■ 透中でやめると宝は 

( g ) を押します。 

•親機び使用中などで転送できないときは、 
「ピーピー」と鳴って転送でをません。 
♦転送び完了すると、「ピー」と鳴って、上の 
表示び約 30 砂間表示されたあと、待受画面 
に戻ります。（切ボタンを押してち、待受画 
面に戻ります。） 


費お知 6 せ 

• 転送するとをはでをるだけ、まわりに他のテ機や電気製品などびない場所で行ってください。電波障 
害などで転送でをないことびあります。 

• 電源コードをテ機や充電器のおくにたばねて置くと、転送でをないことびあります。 

この場合、コードを伸ばすなどしてコードの位置を変えてください。 

•転送中は、テ機に衝撃を与えないようにしてください。転送できないことびあります。 

• 名前の先頭び"》"ではじまっているちのは、転送動作は完了しますび、親機の電話帳には登録されません。 
•転送中に電話びかかってくると、転送を中断し、電話の着信音び鳴 D ます。 

• モ機から他のテ磯へ転送することはでをません。 

• 転送する件数と登録でをる件数を確認して親機やモ機の電話帳び100件を超えないよラにして<だ 
さい。100件を超えた電話帳の内容は転送されません。 

•工場出荷時にあらかじめ登録されている電話番号（天気予報、時報、番号案内）を転送することはで 
をません。 

•同じ名前、同じ電話番号で登録している電話帳の内容は転送されません。 

ただし、1か所でち修正した電話帳の内容は別のデータとして扱われて転送されます。 

• モ機の電話帳を転送しても、親機に登録されていた電話帳の内容は上書をされません。 

•転送を行ってち登録されていた電話帳の内容は消えません。 


通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 


1嫂^を押し、 

@で r デンワ 
チヨウテンソウ J 
を選ぶ 


ン所ウテンソウ 


2 (fi) を巧す 


カンリ]ウシの夕 


•親機び使用中などで転送でをないとさは、 
「ピーピー」と鳴って転送でをません。 
•転送び完了すると、「ピー」と鳴って、上の 
表示び約30砂間表示されたあと、待受画面 
に戻ります。（切ボタンを押してち、待受画 
面に戻ります。） 


モ機の電話帳を1件ずつ親機に起送する 


I モ機の電話帳をすべて親機に拓送する 


親機とモ機の間で電話帳を転送する 


01 電話 


電話帳 


留守番 
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ホツトラインダイヤルの登録をを更ずるとをは 


■飄か 1，ぶ A の手順1からやり直します。 
先に登録されていた内容は消去されます。 


1を巧してか 
5、 (2) で巧手の方 
を選ぶ 

イケタ''サトシ 
0312345678 


•ディスプレイで巧手のちを確かめます。 


柄トラインタイ V ル 

ホットラインダイヤルリ 

• 「ピー」と鳴り、選んだ巧 
号を登録します。 

■ ホットラインダイヤルの登録ち 

番号を登録したホットライン: 
2砂じ(上押します。 

( r ピー」と鳴ったあと、ホット 
登録は自動的に解除されます。; 


巧機のホツトラインダイヤルで電話をかける 


ホットラインダイヤルを利用ずる 


よく電話をかける巧手のちをホットラインダイヤルに登録しておくと、簡単な操作で電話をかけることび 
でをます。（ホットラインダイヤル） 

ホットラインダイヤルを登録するにはあ5かじめ電話帳に登録しておく必要びあります。 （ B ^ 親機 2-21-2- 
22、子機 2-2 日ページ） 



1 受話器を取る 

2 ま号を登録した 

イケタ''サトシ 

ホットラインダ 

0312345678 

イヤルボタンを 


巧す 

ぶ 

d 巧手の方とお話 

Mm / 户、 

しする 

輪 

( 



4 通話び終わったら 

ま話巧を戻す 


巧^お知6せ 

•ホットラインダイヤルの登録は、3つ （ A , B , C ) 
まで登録でをます。 

•ホットラインダイヤルに登録した、元の電話帳 
の内容を変更•消去すると、ホットラインダイ 
ヤルの内容ち変更-消去されます。 


ホットラインダイヤルを利巧する 



し 

が 

イ 

ダ 

ン 

Y 

ラ 
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ホットラインダイヤルを利用する 


モ機のホットラインダイヤルに番号を営録する 


通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 


@で登録した 
い巧手の方を電 
話帳か百選ぶ 


f ケタ'' 扑シ 


2 


ホットライン 
タイ何レ 

〇 


を押す 


>「ピー」と鳴り、選んだ相手の方の電話ま 
号を登録します。 



ホツトラインダイヤルの登録をを更するとをは 


■飄か ig ぶ A の手順1からやり直します。 
先に登録されていた内容は消去されます。 


ホツトラインダイヤルの登録をミ肖ずとまは 

ホツ h ライン 
タイ啊し 


〇 


を2砂しッ上押します。 


(「ピー」と鳴ったあと、ホットラインダイヤルの 
登録は自動的に解除されます。） 


モ機のホツトラインダイヤルで電話をかける 


通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 


ホットライン 

ダイヤル を巧す 


〇 


气!12345678 


•スピーカーホン通話で電話をかけます。 
•通話ボタンび点なし、ディスプレイのか 
マークび表示されて、自動的にダイヤルを 
始めます。 


■ 途中でやめるとまは 

( g ) を押します。 




をお知6せ 

•ホットラインダイヤルの登録は、それぞれの子 
機に1つです。 

•通話ボタンを押したあと、ホットラインダイヤ 
ルボタンを押しても、電話をかけることびでを 
ます。 

•ホットラインダイヤルに登録した、元の電話帳 
の内容を変更-消去すると、ホットラインダイ 
ヤルの内容ち変更-消去されます。 


01 電話 


電話帳 


留守番 


ホットラインダイヤルを利用する 
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留守に設定する 


外出中に巧手のちの伝言を録音したり、また、ファ 
クスを自動受信します。 

巧手のちの用件は、1件につを最大約3分間録音で 
をます。すべての録音を合わせて、最大約12分間ま 
たは、30件までです。 



受話器を置いたまま操作します。 


1©を巧す 


] テイオウトウメッセ-ゾ 


•固定応答メッセージび流れます。 

•録音でをる残り時間び已分しツ下のとをは、 
「残り約〇分、録音でをます。」と流れます。 

■ 自分で録音した応答メッセージ{オリジナルメッ 
セージ）にずるとをは 

① あらかじめ応答メッセージを録音する 
(豚 2-4 已ぺージ） 

② @娜す 

③ 固定応答メツセージび流れている間に（(巧； 
を押す 


固定応答メッセージ I 


「ただ今、留守にしております。ピーッと鳴り 
ましたらお名前とご用件をお話しください。 
ファクスを送られるちは、スタートボタンを 
押して < ださい。」 


■ オリジナルメッセージを遇んだとまは 

いったん留守設定したとさに、才 U ジナルメッ 
セージを選んでおくと、なに留守設定したとを 
ち、才 U ジナルメッセージになります。 

■ オリジナルメッセージか6固定メッセージにず 
るとをは 

の©を押す 

③才 U ジナルメッセージび流れている間に 
を押す 


■ 固定応答メッセージが流れたおと r ピ ー J と鳴る 
までの時間ををえるとをは 

はじめは2秒に設定されています。1砂または4 
秒に変更することびでをます。 

(発信音待ち時間 0^7-5 ページ） 


をお知6せ 

•才 U ジナルメッセージにしたとをでち、ファク 
ス受信でをなくなったとさや録音びでをなく 
なったとさは、自動的に固定メッセージに切り 
替わります。 （ cr 2-40 ぺージ） 
•録音時間び残り1分しツ下、または残りの件数び 
3件しソ下になっているとをは、留守設定したと 
をに「メモ U - びちラすぐいっぱいです。」と音 
声でお知らせします。このとをは不要な録音を 
消してください。（豚 2-44 ぺージ） 
•ファクスのメモ U —受信データびあると、録音 
でさる時間び少なくなります。 

•留守設定中にファクスをメモ U —受信すると、 
ディスプレイに「ジュシンデータガア U マス」と 
表示されます。（豚 3-22 ぺージ） 

• 留守設定中は、他の受信モード （ FAX 優先 / FAX 
専用）は働をません。 

留守設定び優先されます。 
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電話帳— 

電新 


留守番 


留守に設定ずる 



2-39 





































留守に設定する 


固定応答メッセージの内容は変わりまず。 


ファクス受信できるが、録音できないとき 

r ただ今留守にしております。ファクスを送られる方は、ス 
タートボタンを押してください。電話のちは、恐れ入りま 
すび、後程おかけ直しください。」 

録音はできるが、ファクス受信できないとき 
(インク U ボンがないとさなど） 

「ただ今留守にしております。ピーと鳴りましたらお名前と 
ご用件をお話しください。」 

ファクス受信も録音もできないとき 

着信音び鳴り続けて、応答しません。 


■ 応答メッセージび流れるまでの着信音の回数を 
巧えると宝は{留守モード時のコール回数） 

応答メッセージび流れるまでの着信音の回数を 
設定します。 

- 登録^, 

① ( rl ) を押す 


◎ 

③ ( S ) で「オトカンレンセツテイ」を選び、③を4回押す 
おを)を押す 

③ （ Q ) で r オヤキ 
缸為を押す 

④ （ Q ) で「ルスジ 
おを)を押す 

⑥ダイヤルボタンでコール回数を入力する （01 
回〜2己回） 

⑥お对を押す 


■ 留守設定中に巧手の方の録音中の青を聞くとを 
は{お青拝昭）{陪 7-5 ぺージ） 

留守録音中に巧手のちの録音中の声と応答メッ 
セージびスピーカーから聞こ元ます。 

登録 

①〇を押す 


チヤクシンオン」を選び、 


コールカイスウ」を選び、 


③ (^3) を押す 

④ r ルスロクモード」を選び、 （0 を押す 

⑥ （ S ) ではコエ八イチヨウ」を選び、 ( ffi ) を 
巧す 

⑥〇で「アリ」またはけシ」を選び、@を 
押す 


®§ を押す 


® i を押す 


■ 巧手の方が自動送信でファクスをちっていると 
をは 

「ポー.ポー…」といラ音を検出すると、自動的 
にファクス受信に切り替わります。（ファクス受 
信巧能な場合のみ） 


巧^お知6せ 

• 応答メッセージび流れている間や録音している 
間に受話器を取ると、通話でをます。（親機、子 
機とも） 

• メモ U - 容量びないとき（メモ U - びいっぱいの 
とき）は、ファクスをメモ U - 受信することや録 
音することびでさませんので、応答メッセージび 
自動的に切り替わります。また、メモ U - びいっ 
ぱいで記録紙やインク1」ボンびないときは、着信 
音び鳴り続けて自動応答しません。ちとの応答 
メッセージに戻すときは、メモ U - 受信データを 
プ U ントするか（陪 3-22 ぺージ）、不要な録音 
を消去してください。 （0^2-44 ぺージ） 

•録音とメモ U —受信は同じメモ U —を使用して 
います。メモ U —受信データびあると録音でを 
る時間び少なくなります。 
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電話 

電話帳— 


留守ま 


留守に設定する 


2-40 








©を巧す 


巧27日 4:45 PM に！ 
ミサイセイ□クオンがアリ Y ス 

録音されている件数び 
表示されています。 


留守設定降の再生について 

留守設を 


留守設定解除 


< 2月27日 4：01 PM > 

1ケンメサイセイ中 

•留守を解除すると、留守設定中にかかって 
さた録音内容を自動的に1回再生します。 

•再生中は「早聞き」「遅聞き」「次の録音にと 
ばす」「1つ前の録音に戻ず」ことびでをま 
す。 

参録音内容を1件再生するごとに、録音され 
た時刻を音声でお知らせします。 

■ デイスプレイび点滅しているとをは 

•留守に設定中にディスプレイび点滅している 
とをは、新しく入った録音があります D また、 
メモ録音和通話録音が入ったとさち点滅しま 
す。 

•留守を解除したあとでち、「5サイセイ□ク 
オンガア U マス」と表示されているとさは、ま 
だ再生していない（未再生）録音（メモ録音や 
通話録音、留守録）があ0ます。 

^を押して約3砂しツ上再生すると再生済 
みにな0ます。 

• まだ再生していない録音を聞くとをや、録音を 
ちラー度聞を直すとさは、 r 録音されている内 
容を聞く（再生する)」 （ B ぞ 2-42 〜 2-43 ぺ一 
ジ）の操作をします。 




I 件目 
再をス S 

2 件目 
未再生 

3 件目 
未再生 

4 件目 
再生ス S 

己件目 
未再生 

6 件目 I 
未再生 I 

- H 


留守設定な後の録音を再 
生します。留守設定な後 
の歸音びない場合は自動 
再生はしません。 

■ 留守設定を解なせずに留守録を聞ぐには 
(2-42 ぺージ） 

■ 再を中の操作について{豚2-42ぺージ） 

■ 親機のディスプレイに r ジュシンデータガアリマ 
ス J とま巧していると宝は 

送られてをたファクスびメモ U - に残っていま 
す。すべての受信データをプ U ントすると「ジュ 
シンデータガア1」マス」の表示び消えます。 
(陪3-22ぺージ） 

■ 再ちを途中でやめると宝は 

慕を押します。 


巧^お知6せ 

• 曰付は録音されていません。再生中は、親機の 
ディスプレイに日付と時亥 ij び表示されます。 

•曜日は親機のディスプレイに表示されません。 
また録音ちされません。 

• 親機の時刻設定びまちびっていると、まちびった 
時刻び記録されます。（豚 1-1 巳、 1-1 7ぺージ） 

• 一度聞いた不要な用件は消去して<ださい。録 
音されている用件びをいと、メモ U —容量び少 
なくなり、新しく録音することやファクスを受 
けることびでをなくなることびあります。 

•消去しない限り、新しく録音される用件は、前 
の用件の最後に続けて録音されます。 


留守設定を解除する 


帰宅したあと留守設定を解除するだけで、留守中に 
録音されたメッセージを聞くことびでをます。 



受話器を置いたまま操作します。 


お 


留守番 


話 


留守設定を解除ずる 
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s を巧す 


留守設定しているとき 

留守設定 


• 惜守」に設定しているときと、していな 
いとをでは再生する内容び変わります。 

(約3秒し U 上再生した内容は再生ス=にな 
ります。） 

をを途中でやめると宝は 

^を押します。 


留守設定しソ後の録音を再 
生する（留守設定切後の 
録音びない場含は]件目 
か5再生） 

留守設定していないとき 


未再生の録音な後を再生する 
(未再生の録音びない場合は]件目から再を） 


の録音にとばずとさは 


f 生中に、®を巧す 


ちち 


f を中に、©を巧す（速くなる）、 
>5 -度、©を巧す（遅 < なる） 

>う一度、©を巧す（をとに戻る）- 

聞いている録音を聞き直ずときはI 


f 生中に、 


を巧す 


再生中に、 


を2回続けて巧す 


今聞いている録音の1件前から再生します。 

聞をたい録音まで戻すとさは、更にくり返して 
を押します。り回押すごとに1件ずつ） 

3杖 上再生したあと、 

ボタンを吕回続けて巧ずと 


1件目 
再をス S 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再生スミ 

已件目 
未再生 

III 


* 

♦ 

t ： - 1 


聞さたい録音まで戻すとさは、 
さらに "0) をくり返し押して 
デイスフレイで件数を確認する 


1つ前の録音 
Iしおる 


早聞きや遅聞をずるとさは 


1つ前の録音に戻ずときは 


1件目 

2件目 

3件目 

4件目 

已件目 

6件目 

再生スミ 

未再生 

未再生 

再生スミ 

未再生 

未再生 


1件目 

2件目 

3件目 

4件目 

己件目 

目件目 

再生ス S 

未再生 

未再生 

再生スミ 

未再生 

未再生 


再生中は;夕のよ5な操作びでをます。 


く 巧27日 4：45 PM > 
1ケンメサイセイ中 


録音をれている内容を聞 < (再生ずる) 


親機に録音されている内容（留守中に録音された 
メッセージや通話録音、メモ録音）を再生するとを 
の操作です。 




親機で録音内容を再生する 


受話器を置いたまま操作します。原稿挿入□カバーを開いてから操作します。 


■ 再を中に電話びかかって宝た百 

再生び止まります。このあと受話器を取ると、通 
話でをます。 



巧前垂 


次 


巧を を今再 


録音されている内容を聞く (再生する) 



留守番 


2-42 






































































録音をれている内容を聞 < (再生する) 




(機能)を2回巧す 



留守設定しているとき 

留守設定 


1件目 

2件目 

3件目 

4件目 

己件目 

巨件目 

再生スミ 

未再生 

未再生 

再生ス S 

未再生 

未再生 


参「留守」に設定しているとをと、していな 
いとをでは再生する内容び変わります。 

(約 3 秒し i (上再生した内容は再生ス=にな 
ります。） 

•モ機で録音内容を再生してち、留守設定は 
解除されません。 

■ 再ををを中でやめるとまは 

斌を押します。 


留守設定 U 後の歸音を再 
生する（留守設定 U 後の 
歸音びない場合は1件目 
から巧生） 

留守設定していないとを 


I1件目 
I 再生スミ 


2件目 

3件目 

4件目 

己件目 

巨件目 

未再生 

未再生 

再生スミ 

未再生 

未再生 


未再生の録音な後を再生する 
(未巧をの録音びない場合は1件目から巧を） 


再生中は;夕のような操作びでをます。 


巧の録音にとばずとさは 


1つ前の録音に戻ずときは 


再を中に、（6；；。)を巧す 


早聞をずるとをは 


再生中に、 (9^ を巧す 

ちとに戻すとまは、ち5—度、な話を巧す 


再生中に、ち Ji ) を2回続けて巧す 

今聞いている録音の1件前から再生します。 

聞をたい録音まで戻すとさは、更にくり返して 
任 J 幻を押します。 （1 回押すごとに1件ずつ） 

3秒 L ん h 再をしたあと、 (5 立） 
ボタンを吕回続けて巧ずと 


今聞いている録音を聞さ直ずとさは 


再生中に、皮姑を巧す 


1件目 
再生ス S 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再生ス S 

己件目 
未再生 

6件目 
未再生 


♦ 

> 

-1 


聞をたい録音まで戻すとさは、1つ前の録音 
さらにを品)をくり返し押すに戻る 


■ 再を中に電話びかかって宝た5 

再生び止まってから着信音び聞こえます。このあ 
とを押すと通話でをます。 


巧^お知6せ 

• 一度聞いた不要な用件はミ肖去してください。 （ b ^2- 
44 ページ）録音されている用件びをいと、メモリー 
容量びかなくなり、新しく録音することやファクス 
を受けることびでさな<なることびあります。 
•消ちしない限り、新しく録音される用件は、前 
の用件の最後に続けて録音されます。 

• 親機の時刻設定（豚 1 - 1 已、 1 - 17 ぺージ）びまち 
びっていると、まちびった時刻び記録されます。 



電話帳 
電 


留守番 


話 


録音されている内容を聞 < (再生する) 


2-43 












































録音をれている内容を消去ずる 


一般録音（留守中に録音されたメッセージや通話録 
音、メモ録音）を消去します。 



録音を1件消去する 


. 受話器を置いたまま操作します。原稿挿入□カノ（一を開いてから操作します。 


1消したい録音を 


再生中に 

1ケンメショウキョシ巧夕 


ミ肖去 


g を2回巧す 


録音をすべて消去する 


I §を巧す 
2 @を巧す 


受話器を置いたまま操作します。 


イツがン□クオンショウキヨ 


ショウキ3シの夕 


■ 規機の録音メモリーの巧量を確認すると宝は 
( FAX / 録音メモリー巧量表示） 

① ( g ) を押す 

③ 「シヨウサイセツテイ」を選び、@を押す 
③ 「メモリーシヨウ U ヨウ」を選び、 (0 を押す 
(例） 


メ刊-シ3ウリが1日〇/〇 


惇止 


④ を押す（待受画面に戻ります） 
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電話 

電話帳— 


留守ま 


録音されている内容を消去する 
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才 u ジナル応答メッセージを録音ずる 




留守設定したとさに流れる固定応答メッセージの代 
わりに、自分でメッセージを1種類録音でをます。 
(才1」ジナルメッセージ）録音でをる時間は他の録音 
と合わせて最大約12分です。 


原稿挿入□カバーを開いてから操作します。 


1 Q を巧し、 
◎で 

r オトカンレン 

セツテを選ぶ 

〈トウ□ク〉 

2: オトカンレンセッテイ 


2运) を巧し、 

くオトカンレンセッテイ> 

倫で r オウトウ 

3: オウトウメッセ-ゾ 

メッセージ J を 

選ぶ 

d @を巧し、 

〈オウトウメリセ-ゾ> 

[□クオン J を選ぶ 

1: □クオン 

4 © を巧す 


オリシ''ナル□クオン 


5受話器を取る 


fa @を巧し、 
受話器で応答 
メッセージを話す 




◎ 

〇 〇 〇 

U , 


応答メッセージの例 


「はい、〇〇です。ただ今留守にして 
お D ますので、ピーとい5音び鳴0ま 
したら、メッセージをお話しください。 
ファクスを送られるとさは、スタート 
ボタンを押してください。」 
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■ 途中でやめるとまは 

(§) を押します。 

■ 応答メッセージの内容ををえるとをは 

録音した内容をミ肖してから、もラー度録音しまず。 

■ 応答メッセージの内容を聞<と宝は 

の手順3で r サイセイ」を選び、 


I 留は "Ilf 册 

悼を）を押します。 

才 U ジナル応答メッセージび録音されていると 
をは、才 U ジナル応答メッセージび再生されま 
9 0 卜-ン/ 

才 U ジナル応答メッセージの再生中に 

を押すと、固定応答メッセージを再生すること'が 

でをます。固定応答メッセージの再生中に （0) 

を押すと、才1」ジナル応答メッセージを再生する 

ことびでをます。 

■ 応答メッセージを消すとまは 

の手順月で r ショウキヨ」を選 


録音び終わったら 

1を押し、 
受話器を戻す 



■留だか！! 


び、げちを2回押します。 


•録音したメッセージを再生します。 

■ 自分で録音した応答メッセージ（オリジナル応答 
メッセージ）にするとをは 

① （0) を押す 

② 固定応答メッセージび流れている間に 
C 口 J ) を押す 


巧^お知6せ 

•応答メッセージを設定していても、ファクス受 
信でをなくなったとをや録音でをなくなった場 
合は、自動的に固定応答メッセージに切り替わ 
ります。 （0^2-40 ぺージ）記録紙やインク U ボ 
ンをセットして受信内容をプ U ントしたあと、 
または用件を消去すると才 U ジナルメッセージ 
に戻ります。 
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電話帳— 

電新 


留守番 


才 U ジナル応答メッセ—ジを録音ずる 


2-45 



































































第 3 章 

コピー/ファクス 


ぺージ 


コピー/ファクスをずる前に 

使用でをる原稿 . 3-2 

原稿をセットする . 3-3 

原稿を取り出す（原稿排出） . 3-3 

コピー/ファクスするとをの画質-濃度を 
選ぶ . 3-4 


く コピー> 

コピーずる 


ぺージ 


子機の操作でファクスを送る 

子機の操作（ダイヤル/電話帳/再ダイヤル) 


でファクスを送る .3-14 

子機の電話帳から名前の頭文字で検索して 
ファクスを送る .3-1 已 

ファクスの受けかた 

在宅モード（家にいるとき） .3-16 

留守モード（留守にするとき） .3-17 


コピーの 禁止について 


3 -已電話に出てか S ファクスを受ける 


等倍でコピーする . 3-5 親機で電話に出てからファクスを受ける… 3-1 8 

拡大/縮ル/複数枚（マルチ）コピーする…3-日子機で電話に出てからフアクスを受ける… 3-1 9 


くフアクス> 

ファクスを送る 

親機でお話ししてからファクスを送る…… 3-7 
かんたん FAX 送信ガイドにそって 

ファクスを送る . 3-9 

親機でお話ししないでファクスを送る… 3-1 1 


電話に出ないで自動的にファクスを受ける 

親機で自動的にファクスを受ける .3-20 

自動的にファクスを受けるとさの着信音の 
回数を変える .3-21 


メモリー受信したファクスをプリントずる… 3-22 


電話帳やホットラインダイヤル、再ダイヤルで 


ファクスを送る 

親機の電話帳やホットラインダイヤル、 

再ダイヤルでファクスを送る . 3-12 

親機の電話帳から名前の頭文字で検索して 
ファクスを送る . 3-13 
























コピ ー/ ファクスをする前に 

I 使用でをる原稿 



■セツトでをる原稿のサイズ 

幅1 48 mm 〜2已 7mm 


長さ 128mm 〜巳〇 0mm 


I I I：厚さ0.0巨 mm 〜 0. 1 8mm 

•セツトでさる記録紙のサイズび A4 サイズなの 
で、 B4 サイズの原稿 （2 已 7nnm X 3巳 4nnm) 
をコピーする場合は、 A4 サイズに縮ルしてコ 
ピーする必要びあります。 

(縮ルコピー陪=3-日ぺージ） 

また、 A4 サイズの長さを超える原稿を A4 
サイズに分割してコピーすることびでさます。 
(分割コピー豚 7-7 ぺージ） 

〈厚さの目ま〉 

新聞紙の厚さは約 0.0 已〜 0.0 己 mm です。 
上質紙の厚さは約 0. 1 0mm です。 

官製はびをの厚さは約 0.23mm です。 


■ 原稿を読み取れる節囲 

原稿を読み取るとさは、実際に読み取れる範囲び 
ミ夫まっています。原稿の端の部分は読み取れませ 
んので、ご注意ください。 

•最大読み取り幅2已 1mm 
•最大読み取り長 

送信原稿長 （1 28〜已 00mm) から上下とも 
2〜 6mm を引いた長さ 



■ -度に2巧は上セットできない原稿 

參長さ3日 4mm を超スる原稿 
♦厚さ0.12 mm (90k 呂用紙……四六判 
(788 X 1091 mm ) の用紙1000枚の重 
量）を超える原稿 
•厚さや大ささの異なる原稿 

■ そのままではセッ トできない原稿 

なのよラな原稿は複写機でコピーをとってから 
セットしてください。 

♦サイズび規定よ D ルさすざるちの 
(例：写真など） 

•フイルム状のちの 
•紙の厚さび薄すざるちの 
•しわ、破れ、折り目やソ U のあるもの 
•裏カーボン紙、感熱紙など 
•コーテイングされているちの 
■ 自動縮ル機能について 

ファクス送信のとさ、原稿サイズび B4 で、巧手 
側の記録紙び A4 サイズのとをは、自動的に A4 ヴ 
イズに縮ルします。 


をお知6せ 

•ク U ップやホッチキスの針は、必ず取 D かしてください。故障の原因になります。 

•糊や修正液、ボールペンのインクなどは、よく乾かしてください。原稿送りローラーや読み取り部 
(ガラス）のミちれの原因になります。（巧れたときは cr 己-3、己-已ぺージ） 

•原稿は無理に引を出さないでください。無理に引っ張ると読み取り面やインク U ボンに傷びつをます。 
「原稿びつまったときは」を参照して取り出してください。 （0^ 己-己ぺージ） 


n ピ—/ファクス 


n ピ—ファクス 


n ピ —/ フアクスをする前に 
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コピーや送信する面をウラ向さにして、原稿挿入口に入れてください。（一度に5枚まで） 


原稿挿入口 
カバーを 開ける 


2原稿ガイドを 
原稿の幅に 
合わせる 


1 


〇 00〇 U 
〇 000 
〇 〇〇〇 _ 


_ L 原稿ガイ K 


)CD C 



I 00 o ( 


3 原稿はウラ向 
をに！ 

コピー や送信す 
る面を下にして 
セツトする（一度 
に5巧まで） 






rrn 〇 〇〇〇〇 

\ t %\ 〇 000 


•原稿び自動的に少し引を込み始めたら、手 
を離して < ださい。 

6巧な上の原稿がちるとを 

已枚の原稿をセットしたあと、コピーやファクス 
中に原稿び送 D 出されて減った枚数分を、セット 
されている原稿の一番上に追加してください。 


原稿を取り出す（原稿排出） 


記録紙をセットしているとさは記録紙を取り出してから操作します。 


—ま下にある 
原稿を巧して、 
その他の原稿を 
取0除< 


〇〇〇 〇 
000 

•原稿が1枚だけのとをは、手順1をとばし 
て手順2へ進みます。 

■ 原稿が田地されないとまは{陪 6-6 ぺージ） 



2 原稿が化^ 

◎ を押す 


3原稿び自動的に 
が出されます 


画ち s 巧法せ日 コピー 

◎ ◎ ◎ 

©©©' 





コピー/ファクスをする前に 


健 


原稿をセツトする 


n ピ—ファクス 


n ピ—/ファクス 


n ピ 1/ フアクスをずる前 i 
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コピ ー/ ファクスをする前に 


コピ ー/ フアクスするとをの 
画質-濃度を選ぶ 


原稿の文字の大ささや濃さ、写真など、種類に合わ 
せて、画質や濃さを選ぶことびでをます。 


原稿をセツトした状態で操作します。原稿挿入□カバーを開いてから操作します。 


画質 


© を巧すたび 
に切り替わる フツの 

■遇べる画質.濃度について 


r フツウジ」 


「チイヴナジ」 


r セイサイ」 


r シヤシン」 


「7、 v ウバ-つ夕 J •文きび大きくはっきり見えるときに 
_ 選びます。 


「チイけナジ：つ々」 ♦文字びルさなきのときに選びます。 

(「フツウジ」の2倍の密度で読み取りまず。） 

1 画像びルさくなる（縮小される）こと 

はありません。 


r セイサイ：コク」 


r シヤシン：コク」 


•細い線を使った図面や、更にルさな 
字のとをに選びます。 

( ロツウ列の4倍の密度で読み取ります。） 
受信側に r セイサイ」びないときは、 
自動的に「チイヴナジ」に切0替わ0ます。 
•濃淡のある原稿（カラーの原稿）や、 
写真のとさに選びます。 

※原稿の文字などび薄いときは r コク」 
を選びます。 


巧^お知6せ 

•「フツウジ」に比べると、「チイヴナジ」「セイサイ」「シャシン」で送るとファクスの送信時間び長く 
かか0ます。 

•コピーをするとをは、「フツウジ」「セイサイ」を選んでも、「チイヴナジ」でコピーされます。また 
「フツウジコク」「セイサイコク」を選んでも、「チイヴナジコク」でコピーされます。 
•ファクスを送信する場合に画質ボタンを押さなかったとさは、自動的に「フツウジ」び選ばれます。 
• ファクスやコピー中に画質選択を切り替えると、なの原稿から画質び変わります。 

•「チイヴナジ」でカラーの原稿や写真をコピーすると、配色によって部分的に写らなかったり、黒く写 
ることびあります。 



一巡すると「コク」を表示 
し、濃度び変わります。 




n ピ—/ファクス 


n ピ—ファクス 


n ピ —/ フアクスをする前に 



磬磬磬 
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コピーする 


コピーの禁止について 


本商品で原稿をコピーする場合、コピーしたちのを所有するだけで法律で罰せられるちのびあります。 
ごま意 < ださい。 

■ 法律で禁止されているちの 

• 紙階、貨階、政府発行の有価証券、国債証券、地方債証券をコピー（複製）する事は禁止されていま 
す。たとえ、見本の印び押してあっても、複製してはいけません。 

(通貨及証券模造取締法、紙幣類似証券取締法） 

•外国において流通する紙幣、貨幣、証券類のコピー（複製）ちでをません。 

(外国二於テ流通ス j レ貨幣紙幣銀行券証券偽造変造及模造二関ス j レ法律） 

•未使用の郵便切手、官製はびきなどは政府の許可を受けないでコピー（複製）することは禁じられてい 
ます。译 P 便切手類模造等取締法） 

• 政府発行の印紙およびミ酉税法や物品税法などで規定されている証紙などちコピー（複製）でをません。 
(印紙等模造取締法） 

■ コピー(桓敦）する場さにを意を要するちの 

• 民間発行の有価証券（株券、手形、ル切手など)、定期券、回数券などは、事業会社び業務用に最ほお 
要部数をコピー（複製）するし i (外は、政府の指導によってま意び呼びかけられています。 

参政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発行の免許証、身分証明書や通行券、食券などの切符類 
を勝手にコピーしないほラびよいと考えられています。 

■ 吾作権にを意するちの 

• 著作権の目的となっている書屬、音楽、絵画、版画、地図、図面、映画、および写真などの著作物は、 
個人的にまたは家庭内、その他これに準ずる限られた範囲内で使用するためしツかは、コピー（複製） 

を禁止されています。 


等倍でコピーする 


一度に已枚まで原稿をセツトしてコピーすることびでさます。 

原稿挿入□カバーを開いてから操作します。 


原稿ガイドを合わせ 

原稿を^ラ向 
をにセツトする 


1 1 

二2 墙— 対甲す 



北。-中 （ A 4) P . 1 

♦ 

r 



I -1 〇 〇〇〇 〇 

I IfH)! 0 000 

•コピーする面を下にしてセツトします。 
(一度に已枚まで） 

•画質を選ぶときは、画質ボタンを押します。 
画質ボタンを押さなかったとさは、自動的 
に「チイヴナジ」でコピーします。 

■ コピーのを中で画質を切日替えるときは 

画質 

コピー中に ◎ を押すとなのページから画質び 
切り替わります。（コピー途中の原稿の画質を変 
えることはでをません。） 

■ コピー按了時の音再を切日替えるとまは 
{陪=4-6ぺージ） 

■ 化大/縮ル/複数巧コピーをするとをは 
{陪3-6ぺージ） 

■ 原稿がつまつたとをは （0^6-6 ぺージ） 


•コピーび始まります。 

■ 記録紙がつまったときは{陪 6-7 ページ） 

■ 途中でやめるときは 

§を押します。 

(コピー中の記録紙び出てをます。このあと原稿 
び自動的に出てをます。） 

をお知6せ 

• 等倍でコピーしてち、機械の状態や記録紙の状 
態により厳密な等倍サイズにはならないことび 
あ0ます。 

• 通話中にコピーを始めることはでをません。 

• コピー中に電話びかかってさたとをは、親機の 
受話器を取ってお話しください。また、コピー 
中は親機のオンフックボタンを押してち、動作 
しません。 

• コピー中は、内線通話やテ機での通話はでさません。 
• 停止ボタンを巧すと還んだ画質び取り消されます。 



3 


_ファクス 

n ピ—/ファクス 


n ピ—ずる 
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コピーする 


原稿ガイドを合わせ 

原稿を^ラ向 
をにセツトする 



つ _ I 〇 〇〇〇 〇 

ifn)i 〇 000 


•コピーする面を下にしてセットします。 
(一度に已枚まで） 

•画質を選ぶとさは、画質ボタンを押します。 
画質ボタンを押さなかったとさは、自動的 
に「チイヴナジ」でコピーします。 

豈録 


2 〇を巧し、 
◎でロピ- 
セツテイ J を還び、 


运)を巧ず 


B 


[[ 


3 ® でコピーの 


吟 L 

地 

お 


種類を選び、 
@を巧す 


手順3のときに' 


「カクダイ140%」を選んだとき 

140% にあ大してコピーします。 

〇の位置を 
基準に拡大 
します。 


原稿 

挿入ち向 


S 大してコピーしま3 

個-圓 


「シユクシヨウ80〇/〇」を選んだとき 

80% に縮小してコピーします。 


原稿 

挿入ち向 


個-回 


〇の位置を 
基準に縮ル 
します。 


「マルチコピー」を選んだとき 

複数枚のコピーをします。 

©〜® を押して枚数を入力し、 
ち身を押します。（最大已枚） 


•コピーび始ま D ます。 

参コピー終了後、等倍に戻ります。 

■ 復巧巧コピーのとをにコピー巧巧をまちびえた 
と宝は 

g を押して、もう一度枚数を入力し直します。 

■ 等倍コピーをずると宝は （0^3-5 ぺージ） 

■ 原稿びつまつたとをは （0^6-6 ぺージ） 

■ 記録紙びつまったときは{陪 6-7 ぺージ） 


をお知6せ 

• メモ U —受信したデータびあるとをは、化大/ 
縮ル/マルチコピーはでをません。 

• 拡大/縮ル/マルチコピーでは、画像をいったん 
メモ I 」一に読み込みます。メモ IJ 一容量び少なく 
なってさたとさは（メモ U — 残量表示陪 =2-44 
ページ）通常の等倍コピーでコピーしてください。 

•コピー中に電話びかかってきたとをは、親機の 
受話器を取ってお話しください。また、コピー 
中は親機のオンフックボタンを押しても動作し 
ません。 

•コピー中は、内線通話や子機での通話はでをま 
せん。 


く]ピ-セッテイ〉 

I :カクダイ140% 



拡大/縮ルコピーや同じ原稿の複数枚コピー（マル 
チコピー）などびでさます。 



原稿巧入□カバーを開いてから操作します。 


3 n ピ—/ファクス 
ファクス 


n ピーする 
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親機で電話をかけて、巧手のちとお話ししてから 
ファクスを送るとさの操作です。 

原稿は一度に已枚までセツトでさます。 



原稿巧入□カバーを開いてから操作します。 


◎ OD ©0 _ ◎ ^ 


ファクスを送る 


原稿ガイドを合わせ 

原稿を^7ラ向 
をにセツトする 


•送信する面を下にしてセットします。 
(一度に已枚まで） 

•画質を選ぶときは、画質ボタンを押します。 
画質ボタンを押さなかったとさは、自動的 
に「フツウジ」で送信します。 



2ま話巧を取る 




◎ 

〇 〇 〇 

U 


参ダイヤルボタンの周囲び点なします。（ダイ 
ヤルライト） 

•巧手のちとお話ししないで、ファクスを送 
りたいときは（豚 3-1 1ぺージ） 

3「ツー」という音び 

聞こ文たら 

ダイヤルする 

♦まちびい電話や誤送信を防ぐために、 
「ツー」といラ音を確かめたあと、正しくダ 
イヤルしてください。 

•押したボタンのま号をスピーカーの音声で 
お知らせします。（読上げボイスダイヤル機 
旨巨）各ボタンの音声については、 4-4 ぺ一 
ジの音声一覧をご覧 < ださい。 



4巧手のちび出たら 

ファクスを送ること 


を伝元て 
IIFAXII を巧す 


0 


•巧手の方び電話を受けたらお話しすること 
びでをます。 

•巧手の方のファクシ5 U び留守ま電話のと 
をはその案内に従って操作します。 
•巧手の方び受信操作をすると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。 

(おまかせ送信） 

※お使いの環境によってはおまかせ送信び 
でをないことびあります。このとをは 
「ピー」といラ音び聞こえたらスタートボ 
タンを押してください。 

•送信中、途中でやめるときは停止ボタンを巧 
します。（原稿びつまった巧態になりまず。） 
つまった原稿は、日-巳ページの手順で取り除 
いてください。 


5ま話巧を戻す 



•受話器を戻してち回線は切れません。 
•ファクス送信び終わると終了音び聞こえま 
す。 

■ 読上げボイスダイヤルの音青について 
{豚 4-4 ぺージ） 


親機でお話ししてか6 
ファクスを送る 




3 


n ピ—_ 

n ピ—/ファクス 


フアクスを送る 
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フアクスを送る 


■ 送信前に透中でやめると宝は 

受話器を戻します。 

■ 巧手の方とお話ししないでファクスをを日たい 
ときは{陪 3-1 1ぺージ） 

■ 6巧な上の原稿びおると宝は （0^3-3 ぺージ） 

■ r ほ信エラーがお日ました。 J と聞こえた6 
{豚 6-22 ぺージ） 

■セットした原稿を取日出すとまは 
{豚 3-3 ぺージ） 

■ モ機の操作でファクスを送るときは 
{豚 3- 14ぺージ） 

■ 原稿がつまつたと宝は （0^6-6 ぺージ） 

■ 巧かへファクスをちる 

ミ毎かへファクスを送る場合、ファクスま号をな下 
のよラにダイヤルします。 

(例）アメ U 力 （ 1 -2 1 2- 1 23-4 已日 7) へ送る場合 


■ ファクスをを信したと宝の按了音を切0替える 
とまは 

「終了音を設定する」 （0^4 -日ページ）の操作で切 
り替えます。 

(お買いあげ時は「オンセイ」になっています。） 

■ おまかせを信とは 

巧手のちび受信操作をすると「ピー」とい5音 
(ファクス受信音）び聞こえ、「ファクスを送信し 
ます。【受話器を戻してください。】」とメッセー 
ジび流れて自動的にファクス送信します。 

《 【】 内のメッセージは受話器を取っていると 
をのみ流れます。 

■ 読上げボイスダイヤル傑能の音量を巧えるとをは 

「親機のスピーカー音量を変える」 

( cr 1-29 ぺージ）の操作をしてください。 

■ 読上げボイスダイヤル機能を設定/おなすると 
をは （11^4-4 ぺージ） 


XXXX 01012121234567 


■ ファクス番号 
■ 市か局ま 

'国番号（アメ 1」力の場合） 
■010 

■ 電話会社の識別ま号 
( r マイライン」 

「マイラインプラス」を 
契約されているとさは， 
必要あ D ません。） 


をお知6せ 

•ミ毎外へファクスを送るとさは、国や地域によって 
回線状態びよくないところびあり、正常に受信さ 
れない場合びあります。 

•国際通話や通信につさましては、電話会社によっ 
て可能な国や地域などび異なりますので、詳しく 
は各電話会社までお問い合わせください。 


3 n ピ 1/ ファクス 
n ピ— 


ファクス 


フアクスを送る 


3-8 














し 


ファクスを送る 

かんたん FAX 送信ガイドにそつてファクスを送る 


はじめてファクスを送るとをや、ファクスの送りちびわからないとさは「ファクスを送るとを」ボタンを 
押して < ださい。 

r かんたん FAX 送信ガイド」び表示され、ファクスを送るまでの操作手順を液晶ディスプレイと音声と光 
で案内します。また、通信結果ち音声でお知らせします。 


2原稿カパーを開け、 
原稿をセツトする 

送信する面を下にして 
セツトします。 

原稿びつまった場合は、 
己-己ページを参照してくだ 
さい。 




d 受話器を上げる 




ディスプレイ表 7 JT 


相手のちのファクス 
番号をダイヤルして 
<ださい。 


なぺ-ジへ- 



3 


n ピ—_ 

n ピ—/ファクス 


フアクスを送る 


3-9 












































ファクスを送る 


〇づさ 


4ダイヤルする 


ダイヤルした後，しばらす 
るとなの手順になります。 



[スタ-卜]オシテクダサイ 
0312345678 


藤 




ディスプレイ表示 


「スタート」ボタンを 
押して < ださい。 




6ま話巧を戻す 


通信 エラーび 発生した場 
合、日-22ページを参照し 
て < ださい。 




ディスプレイ表を 


をお知6せ 

•ファクス送信び終わると終了音び聞こえます。 

(お買いあげ時は「オンセイ」になっています。） 
• ファクスを送ったとを、巧手側の記録紙に曰付 
と時刻-曜日をプ U ントするので、日付-時刻 
は正しく設定してください。（豚 1-1 己、 1-17 
ぺージ） 


己 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


ファクス 


フアクスを送る 


3-10 































ファクスを送る 


親機でお話ししないでファクスを送る 


巧手のちにダイヤルし、お話ししないでフアクスを送ることびでをます。 


原稿挿入□カバーを開いてから操作します。 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をクラ向 

をにセツトする _ 

_〇 〇〇 〇〇 _ 

=1~71〇 〇〇〇 〇 
1(^)1 0000 

•送信する面を下にしてセットします。 

(一度に已枚まで） 

•画質を選ぶときは、画質ボタンを押します。 
画質ボタンを押さなかったとさは、自動的 
に「フツウジ」で送信します。 



3 


0312345678 


2 スンフック^ 

4) を巧す 


■ 送信前に途中でやめるとまは 


スンフック 


( g ) を押します。 

■ 原稿がつまつたと宝は （0^6-6 ぺージ） 


4 



「ツー」といラ音び 
聞こ文たら 

ダイヤルする 

参まちびい電話や誤送信を防ぐために、 
「ツー」という音を確かめたあと、正しくダ 
イヤルしてください。 

•押したボタンのま号をスピーカーの音声でお 
巧日せします。（読上げボイスダイヤル機能） 

電話びつなびったら 

戀を巧す 

•送信び始まります。 

•送信中、途中でやめるときは停止ボタンを巧 
します。（原稿びつまった状態になります。） 

•ファクス送信び終わると終了音び聞こえ、 
自動的に回線び切れます。 

■ 読上げボイスダイヤルの音再について 
{豚 4-4 ぺージ） 

巧^お知6せ 

• 巧手のちびファクス受信に切り替えなかったと 
をなど「オウトウガア U マセン」と表示さ 
れてファクスび送られないことびあります。こ 
んなときは、 r 親機でお話ししてからファクスを 
送る」（豚 3-7 ぺージ）のち法で送信してくださ 
い。 

• ファクス送信中にディスプレイに表示される蚕 
号は相手のちのファクシ5 U に登録されている 
番号（発信元ま号）ですので、実際にダイヤル 
した番号と異なる場合びあります。（必要に応じ 
て巧手のちに確認してください。） 

•巧手のちび自動受信（音声応答なしの場合）に 
設定されていると、こちら側には「ピー」音び 
聞こ元ます。 

•読上げボイスダイヤル機能の発声中になのダイヤ 
ルボタンを巧すと、発声中の声をやめ、なに巧さ 
れた番号を発声します。このため、早くボタンを 
巧すと音声び途切れます。音声を確認してか5な 
のボタンを巧すことをおすすめします。 



3 


n ピ—_ 

n ピ—/ファクス 


フアクスを送る 


3-11 



















電話帳やホットラインダイヤル、がイヤルでフパスを送る 


^機の電話帳やホットラインダイヤル、再ダイヤルでファクスを送る 

電話帳にファクスま号を登録しておくと、電話帳から巧手のちを選んでファクスを送ることびでをます。 
親機とモ機の電話帳にはそれぞれ100人分の番号を登録できます。 （0^2-2 1〜2-22、 2-29 ページ） 
巧手のちびお話し中など、ちラー度電話をかけ直してファクスを送るとさは、再ダイヤルボタンを使って 
簡単にファクスを送ることびでをます。また、ホットラインダイヤルを使ってファクスを送ることもでを 
よ9 〇 

. 受話器を置いたまま操作します。原稿挿入□カバーを開いてから操作します。 


原稿ガイドを合わせ 

原稿を^ラ向 
をにセツトする 



0 


•送信する面を下にしてセツトします。 
(一度に已枚まで） 

参画質を選ぶとさは、画質ボタンを押します。 
画質ボタンを押さなかったとをは、自動的 
に「フツウジ」で送信します。 


電話帳でファクスを送るとを 


イケタ''サトシ 
0312345678 


2 ◎口 と巧し、 

@で巧手の 
方を選ぶ 

•デイスプレイで巧手のちを確かめます。 


ホツトラインダイヤルでファクスををるとを 


2 巧手の方を登録したボタン 

( aO bO cO のいずれか） 
を押す 

•デイスプレイで巧手のちを確かめます。 
•手順3の操作は必要ありません。 


再ダイヤルでファクスををるとを 


2 曰〇を押す 


〈サイダイがい 
イケタ''サトシ 


戀 


参ディスプレイで巧手のちの名前（番号）を 
確認します。 

■ 途中でやめると宝は 

を押します。 


3戀が的 




Tn 〇 〇〇〇〇 

(Hil 〇 000 


•巧手の方び受信操作をすると、自動的に送 
信を始めます。（ホットラインダイヤルで送 
信したとさは、この操作をする必要はあり 
ません。） 

■ r 通信エラーびお0ました J と聞こえた5 
{豚 6-22 ぺージ） 

■ 巧機の再ダイヤルの記憶をミ肖去するとをは 
{ cr 2- l 1ぺージ） 

■ 原稿びつまったとをは （0^6-6 ぺージ） 

■ 受話器を取ってファクスを送るとまは 

①受話器を取る 

③「ツ ー 」という音を確かめたあと、 

電話帳で送るとさは、 （ c $ 中を押して、 

( g ) で巧手のちを選び、 g ) を押す 
ホットラインダイヤルで送るときは、巧手の方 
を登録したボタン ( aQ 8〇 cO のいず 
れか）を押す 

再ダイヤルで送るとさは、を押す 

③ 巧手のちび受信操作したときの「ピー」という 
音び聞こえたら（または、巧手のちとっなびっ 
たら）^を押す 

④ 受話器を戻す 


をお知 6 せ 


I ファクス送信中にディスプレイに表示される番 
号は巧手の方のファクシ 51 」に登録されている 
番号（発信元番号）ですので、実際にダイヤル 
した番号と異なる場合びあります。（必要に応じ 
て巧手の方に確認して < ださい。） 

I 電話帳やホットラインダイヤル、再ダイヤルから 
自動的にファクスを送るとさは、読上げボイスダ 
イヤル機能は働さません。 


3 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


ファクス 


電話帳やホットラインダイヤル、再ダイヤルでファクスを送る 


3-12 


























レボタン] 


ダイヤルボタン 



0 


原稿挿入□カバーを開いてから操作します。 


電話帳やホツトラインダイヤル、再ダイヤルでファクスを送る 


健 


親機の電話帳か5 

名前の頭文字で巧索してファクスをちる 


◎ ◎‘ 


名前の頭文字を入力して、巧手のちを電話帳から選 
ぶことびでをます。 


II I I 

I / / I II 

〇 ©0 I 

I // © © © 


原稿ガイドを合わせ 

原稿を^ラ向 
をにセツトする 


I I 

一 3名前の頭文字を 

イケタ''サトシ 

谷 

E g む巧のダイヤ 

0312345678 


1 の )I 


〇〇〇 〇 
000 


♦送信する面を下にしてセットします。 
(一度に已枚まで） 

•画質を選ぶときは、画質ボタンを押します。 
画質ボタンを押さなかったとをは、自動的 
に「フツウジ」で送信します。 


例ィケダ^ 

•ア〜ワの各行ごとにしか検索でをません。 
•選んだ文字から近い名前の相手の方を表示 
しよ9 Q 



4 ◎ で選ぶ 
5戀を巧す 


•選んだ巧手のちに自動的に電話をかけま 
す。 

•巧手の方びファクス受信に切り替えると送 
信び始まります。 

■ 途中でやめると宝は 

§を押します。 

■ 原稿がつまったとまは （8^6-6 ぺージ） 


巧^お知6せ 

•巧手のちびファクス受信に切り替えなかったと 
をなど「オウトウガア U マセン」と表示さ 
れてファクスび送られないことびあります。こ 
んなときは、「親機でお話ししてからファクスを 
送る」 （0^3-7 ページ）のち法で送信してくださ 
し、。 



テ'' ンワチョク 6ケン 

(ノ]リ94ケン) 



n ピ—_ 

3 n ピ—/ファクス 


電話帳やホットラインダイヤル、再ダイヤルでファクスを送る 


フアクス 


3-13 

































































子機の操作でフアクスを送る 

I モ機の操作（ダイヤル/電話帳/再ダイヤル）でフアクスを送る 

親機にセツトした原稿を、子機でダイヤルしてファクスを送ることびできます。 

原稿挿入□カバーを開いてから操作します。 


親機 


原稿ガイドを合わせ 

原稿を^ラ向 
をにセツトする 




ダイヤルしてファクスを送るとを 


2嫁モ機 

巧手の方のま号 
をダイヤルした 
あと(|；^を巧す 


電話帳でファクスををるとを 


2爲モ機 

@で巧手の方 
を選んだあと、 
を)を押す 


3爲モ機 

巧手の方び出たら 
ファクスを送る 


I -1 ' 1 0 〇〇〇 〇 

1 の )1。000 

•送信する面を下にしてセットします。 

(一度に已枚まで） 

•画質を選ぶとさは、画質ボタンを押します。 
画質ボタンを押さなかったとさは、自動的 
に「フツウジ」で送信します。 


再ダイヤルでファクスを送るとを 


>子機 


2# 

3© を巧した 
あと、◎で 
巧手の方を選び、 
^巧押す 


ことを伝えて 

( g ) を巧す 

•機能ボタンを押すと親機びファクスを送り 
始めます。 

•巧手のちとお話ししないで、ファクスを送 
りたいとさは、電話びつなびったら機能ボ 
タンを押します。 

•巧手のちび受信操作をすると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。（おまかせ送 
信） 

※回線の状態でおまかせ送信び働かないことび 
あります。そのとさは「ピー」といラ音び聞 
こえたら、機能ボタンを巧してください。 


4爲モ機 

巧電器に房す 



■ 途中でやめると宝は 

手順3を行うまでの間に、 （ g ) を押します。 

■ 原稿がつまつたと宝は （8^6-6 ぺージ） 

■ モ煤の再ダイヤルの記憶をミ肖去するとをは 
{陪 2- 12ぺージ） 

■ おまかせを信とは （0^3-8 ぺージ） 


巧^お知6せ 

• 親機や他のモ機でかけた電話番号を子機で再ダ 
イヤルすることはでをません。 

•モ機で再ダイヤルでをるのは、24ケタまでで 
す。 


己 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


ファクス 


モ機の操作でファクスを送る 


3-14 




















子機の操作でフアクスを送る 


[^モ機の電話帳か S 名前の頭义字で巧索してファクスを送る 

モ機の電話帳に登録されている巧手のちを選ぶとを、名前の頭文字で検索して選ぶことびでをます。 

通話ボタンを消なさせた状態で操作します。原稿挿入□カノ（一を開いてか5操作します 


I 親機 


原稿ガイドを合わせ 

原稿を^ラ向 
をにセツトする 


>モ機 


ら_谷 




I - 1 ^ 1〇 〇〇〇 〇 

I の )I 0000 

•送信する面を下にしてセットします。 
(一度に已枚まで） 

•画質を選ぶときは、画質ボタンを押します。 
画質ボタンを押さなかったとをは、自動的 
に「フツウジ」で送信します。 


2 


>子機 


を巧す 


I 巧1っ 


3 


4 


>モ機 

巧手の方のを前 
の頭义字をダイ 
ヤルボタンで入 
力する 

例）「イ」で探す： 

@を 2 回押す 

>モ機 


◎を巧す 


イケタ'’扑シ 


•入力した文字から始まる巧手のちを表示し 
ます。 

•該当する頭文字ではじまる名前び登録され 
ていないとをは、最ち近い;欠の名前を表示 
します。 

■ 途中でやめるとまは 

嫁 を押します。 


5# 

(g ) で巧手の方 
を選び、（|^を 
巧す 


0312345678 


•相手の方のま号び表示され、ダイヤルを始 
めます。 

巨篆^ モ機 

巧手のちび出たら 

ファクスを送ること 

を伝无て 

(0 ) を巧す 

•機能ボタンを押すと親機びファクスを送り 
始めます。 

•巧手の方とお話ししないで、ファクスを送 
りたいとさは、電話びつなびったら機能ボ 
タンを押します。 

•巧手の方び受信操作をすると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。（おまかせ送 
信） 

※回線の状態でおまかせ送信び働かないことび 
あります。そのとをは「ピー」という音び聞 
こえた5、機能ボタンを巧してください。 


7據子機 

巧電器に戻す 



■ おまかせを信とは{陪 3-8 ぺージ） 



n ピ—_ 

3 n ピ—/ファクス 


モ機の操作でファクスを送る 


3-15 


























ファクスの受けかた 


ファクスの受けかたは、 r 在宅モード」と「留守モード」の2つの種類びあります。 


巧宅モード（家にいるとき） 


■ 巧ちモード時の操作 {豚 3- 18ページ） 

•お買いあげ時、着信音の回数は「ムセイゲン」になっています。 



電話に出るまで 
着信音び 
鳴り続ける 


(着信音の回数 
:無制限） 



引を続をお話しします。 


電話に出ないで、ファクスを受けることもでをます。 

着信音び一定の回数 （1 〜2已回）鳴ったあと、ファクス受信に切り替えます。 

(豚 3-20 〜 3-21 ぺージ） 

巧手のちび「ポー•ポー...」といラ音を出さずに送信するファクスをご使用の場合や、巧手の方びス 
タートボタンを押さなかったとさは、自動的に受信でをません。 

FAX スタートボタンを押して受信してください。 


また、ファクスを受信することびをい場合、し下の受信モードで使用されると便利です。 

FAX 優先……電話かファクス送信かを判断し、自動的に電話/ファクス受信に切り替えます。 

(豚 7-8 ページ） 

FAX 専用……ファクス受信のみ巧います。正常にファクス受信でをない場合のみ着信音を鳴らしてお巧 
らせします。（豚 7-8 ぺージ） 


巧^お知6せ 

•着信音の回数を！回に設定すると、すぐに応答 
メッセージび流れてファクス受信になります。 
また、応答メッセージを流さないよラに設定す 
ることはでをません。（応答メッセージび流れて 
いる間に受話器を取ると話すことびでをます。） 
• お買い上げ時、着信音の回数は「無制限」になつ 
ていますので、ご不在のとをは自動で FAX を受 
信することはでをません。 

ご不在のとをは「留守モード」にしておくこと 
をお勧めします。 


3 n ピ—/ファクス 
n ピ— 


ファクス 


フアクスの受けかた 


3-16 




















ファクスのまけかた 


留守モード （留守にするとき） 


■ 留守モード時の動巧{陪=2-39~2-40ぺージ） 


(相手がファクスのとさ； 

巧手びスタートボタンを押 
すと自動的に受信します。 



設^した回数の 

着信言び鳴る I 応答メッセージび流れる 


る ■ 


(着信音の回数 
: 4回） 

※着信音の回数は 
変更でをます。 

(防 ■2-40 ぺージ） 
※お買いあげ時、着信音 
の回数は「4回」に 
なっています。 


「ただ今、留守にしており 
ます。ピーと鳴りましたら 
お名前とご用件を…」 




相手が電話のとき ) 

通常の留守番電話の動作 
になります。 



送られてをた原稿は、プリントするとを、全体を約93%に縮ルします。 

ファクスを受信するとをに、受信曰付や巧手の方のファクスに登録されている電話番号をプ U ント 
するため、全体を約日3%に縮ルします。縮ルしないでプ U ントしたいとをは、 受信縮小 率の設定 
(豚7-已ぺージ）を「トウバイ」にします。 

※ただし、 r トウバイ」に設定をされても巧手の方の機械や回線、こちら側の機械や記録紙の状態に 
よって、正確にけむにならない場合びあ D ます。 


3 


n ピ— 
n ピ— 



ファクス 


フアクスの受けかた 


3-17 

























M 電話に出てか 6 ファクスを受ける 


親機で電話に出てか5 
ファクスをまける 


相手の方とお話ししたあと、ファクスに切り替えま 
す。 



3 


ご 



ピ 


/ 



電 

話 

に 

出 

て 

か 

ら 

フ 

ア 

ク 

ス 

を 

受 

け 

る 



原稿をセツトしていない状態で操作します。 



f •ファクス受信が終わると終了音が聞こえま 

d ファクスに切り替え す。 


ることを相手の方に 
伝えて0 を押す 
•受信び始まります。 

•受話器を取るだけで自動的にファクスに切 
り替わることもあります。（おまかせ受信） 

■ おまかせ受信について 

電話を受けたとを「ポー.ポー…」といラ音び聞 
こえると、「ファクスを受信します。【受話器を戻 
して < ださい。】」とメッセージび流れて自動的に 
ファクスを受けます。 

(「おまかせ受信」を解除するには0^7-已ページ） 
《回線の状態でおまかせ受信び働かないことびあ 

ります。そのとさは「ポー-ポー•ポ-」とい 

ラ音び聞こえた5¢)(子機使用中のとさは 

(機能)）を巧してください。 


■ 着信音び一定の回が { 1~25回）鳴ったちと、 
ファクス受信に切 D 替えるときは 
{豚3ぶ0~3-21ぺージ） 

在宅モード時のコール回数を設定すると、設定し 
たコール回数び鳴 D 「ポー.ポー…」といラ音を 
検出すると、ファクス受信に切り替わります。在 
宅モードでファクス受信されることびをいとを 
や、電話に出ないでファクスを受けたい場合は、 
「ヴイタクジコールスウ」を巨回じ I 下に設定し 
て < ださい。 

7回し上に設定されると巧手の方び自動送信を 
されたとをなどは、ファクスに切り替わりませ 
ん。 

また、巧手の方び手動送信のとをは、巧手のちび 
送信の操作（スタートボタンを押す）をしたとを 
だけファクス受信でをます。 


《【】内のメッセージは受話器を取っていると 
をのみ流れます。 
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着信音が鳴ったら、 

巧電器から 
取つて!!^を 
巧す 

•通話ボタンび点なします。 


■ おまかせ受信について 

電話を受けたとを「ポー.ポー…」といラ音び聞 
こえると「ファクスを受信します。」とメッセー 
ジび流れて自動的にファクスを受けます。 

( 「おまかせ受信」を解除するには陪 =7-5 ぺ一 
ジ） 

※回線の状態でおまかせ受信び働かないことび 
あります。そのとをは「ポー-ポー•ポー…」 
といラ音び聞こえたらを押して<ださ 
し、。 


d 巧手の方にファクス 

1 

? 

に切り替えることを 

■ 0 


伝元て 

♦ 詹 J 

! 

を巧して、 

巧電器に戻す 



•親機に原稿びセツトされているとをに機能 

ボタンを押すと送信になります。 



資^お知6せ 

•キャッチホンをご利用のとをは、ファクス通信 
中に回線からの信号で通信びでをなかったり、 
画像に線び入ったりすることびあります。 

• プ U ント中はファクスを受けることはでをませ 
ん。電話びかかってきたとをは、親機の受話器 
を取ってお話しください。 

•巧手のちびファクスを手動送信で送ってさたと 
を、電話を受けてち無音の場合びありますので、 
呼びかけて応答びないことを再度確認してか 
ら、親機の FAX スタートボタンまたは、テ機の 
機能ボタンを押してください。 


電話に出てか6ファクスをまける 


健 


モ機で電話に出てか6 
ファクスをまける 




親機に原稿をセットしていない状態で操作します。 



3 


n ピ—_ 

n ピ—/ファクス 


電話に出てからフアクスを受ける 
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電話に出ないで自動的にファクスを受ける 


親機で自動的にファクスをまける 


着信音の回数を設定 （0^3-21 ページ）すると、一定の回数の着信音び鳴ったあと、自動的にファクス受 
信に切り替えることびでをます。 


巧手側 


電話をかけている 

(電話をかけたあと、ファクスを3 

A 

!ろ5としている） 

i )) 

細 


スレル (1 回目 ）V 
プルル（巨回目 ）V 


固定応答メッセージび流れる 

— / ~ - - - - 

「ただろ近くにおりません。ファクス 1 
を送6れる方はスタートボタンを巧し 
てください。電話の方は、恐れ入りま 
すび後程おかけ直しください。」 



こち5側1| 


(着信音の回数を巨回に設定しているとぎ 


着信音び鳴^^ 

プルル… 



着信音が鳴つている間に受話器を取ると通話 
でさます。 

通話したあと、ファクスを受信ずるには、 

( J ) を巧してか5受話器を戻してください。 


プルル (1 回目） 


プルル（巨回目） 


日回鳴っても電話に出ないと 
ファクスから自動的に 

固定応答メッセージび 
流れる 


r ただろおくに' 



応答メッセージび流れている間に受話器を取 
ると通話でをまず。 



「ポー.ポー…」といラ音を検出すると 

ファクスを受信します 



巧^お知6せ 

•着信音の回数を7回しツ上に設定すると、巧手のちび自動送信や、ダイヤルしたあと、すぐにスタート 
ボタンを押されたとさはファクスに切り替わらないことびあります。在宅モードでファクス受信され 
ることびをいとをや、電話に出ないでファクスを受けたいとさは、「自動的にファクスを受けるとさの 
着信音の回数を変える」の操作で、着信音の回数を巨回な下に設定してください。（陪 3-21 ぺージ) 

• 留守モードでお使いのときは動作び異なります。 （ cr 2-39 〜 2-40 ぺージ） 

•巧手のちび「ポー•ポー…」といラ音を出さずに送信するファクスをご使用の場合や、巧手のちびス 
タートボタンを押さなかったとさは、自動的に受信でさません。このよラなとさは受話器を取ってか 
ら、スタートボタンを押して受信してください。 

•電話に出ないでファクスを受ける機能として 「 FAX 優先で受信する」 「 FAX のみ受信する」などの設 
定びあります。（豚 7-8 ぺージ） 







己 n ピ 1/ ファクス 

n ピ — ERnB 


電話に出ないで自動的にファクスを受ける 


フアクス 
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受話器を置いたまま操作します。原稿挿入□カバーを開いてから操作します。 


1 〇 を巧し、 
◎で 

r オトカンレン 

セツテを 選ぶ 

<トウ□の 

2:オトカンレンセツテイ 


2 @ を押し、 

くオトカンレンセツテイ〉 

@ で r オヤキ 

2:オヤキチャクシンオン 

チヤクシンオン J 


を 選ぶ 


3 @) を巧し、 

〈オヤキチ巾クシンオン> 

@で r ザイタク 

2:ザイタクシ’' ]- ルスウ 

ジ コール スウ J 


を 選ぶ 


4 ■运） を巧し、 

〈ザイタクシ’' ]- ルスウ〉 

r カイスウ 

1:カイスウセンタク 

センタク J を 選ぶ 



〇@対甲す 

〈カイスりセンタの 

01-25 5ニ ユウリヨク 

D 着信 音の回数を 

くカイスりセンタク〉 

入力する 

ザイタの'' ]- ル=06カイ 

(01 〜25回） 

(例）〇已回 

© 

7 @ を巧す 


06カイニシの夕 

8 優) を巧す 



r ムセイゲンヨビダシ J になっているとをは 

着信音び鳴り続けて、応答しません。 

(お買いあげ時は「ムセイゲンヨビダシ」になっ 
ています。） 

インクリボンや受信メモリーびな < なって受信 
でをなし1と宝は 

着信音び鳴り続けて、応答しません。 


■ 着信音の種類ををえると宝は 
{陪 1 - 26 ぺージ） 


電話に出ないで自動的にファクスをまける 


健 


I 自動的にファクスをまけるとまの着信音の回数ををえる 



n ピ—_ 

3 n ピ—/ファクス 


電話に出ないで自動的にファクスを受ける 
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•メモリー受信とは 


送られてをたファクスを記録紙にプ u ントせず 
に、いつたん親機のメモ1」一に記録することです。 


1 (5 または 
(0 を巧す 

■ 途中でやめるとまは 

(§) を押します。 

■ プ y ント中にインク y ボンびな<なつたとまは 

受信した内容はメモ U - に残っていますので、プ 
U ント中の記録紙を取り出してから、インク U ボ 
ンを交換（防■己-8〜己 -10 ぺージ）してくださし、。 

■ メモリー受信枚数-受信件巧について 

A 4 サイズの当社標準原稿（英字で文字数び700 
字程度の原稿）を「フツウジ」で約22枚までメ 
モ U —受信でをます。原稿の内容によって、受信 
でをる枚数は変わります。（最大でち約已〇枚また 
は30件までです。） 

受信メモ U —と録音用のメモ U —は同じメモ 
1」一を使用しています。録音などび残っている 
と、メモ U —受信でをない場合びあります。 

■ メモ y - びいつぱいになつたとさは 

受信の途中でメモ U —びいっぱいになると、受信 
び止ま D 通信エラーにな D ます（「メモ U - 才一 
バー」 と表示されます）。メモ U —受信した内容 
をプ U ントしたり、不要な録音メッセージを消去 
してください。 


d 記録紙やインク U ボ 
ンをセットして 

(0 を巧す 

•すべての受信データのプ U ントを開始しま 
す。プ U ントび終わると受信データび消え 
ます。 


巧^お知6せ 

• プ U ント中は、子機で電話をかけたり受けたり 
することはでをません。 

•受信プリント （0^7 -己ぺージ）の設定を「シュ 
ドウ」にしていると、ファクスを受信するたび 
に、受信内容はメモ U - に保存されます。この 
とさち上記の操作でプ U ントしてください。 

• r メモ U - 受信」の設定（豚4-巳ぺージ）を「シ 
ナイ」にすると、 

•受信したファクス内容によっては、記録紙の途 
中で分断されてプ1」ントすることびあります。 

-通信连度びメモ1」一受信のとさよりち遅くな 
ることびあります。 


メ刊 -7 イスク17イ 
キ□クシ巧ットシテ[ケッティ〕 


メモ U — 受信したファクスをプ U ントする 


メモ1」一受信した内容をプ1」ントするとをの操作で 
ず。 

メモ1」一に受信したデータび保存されているとを 
:ま、下のよラにディスプレイ表示されます。 


巧27日 9：00 AM 
/ュシンデ’-タカ”アリの 




II 1 1 

1 1 II 

◎風 ©0 1 

1 © © © 


戀 




◎ 

0000 
0000 
0000 
◎ ◎◎◎ 



己 n ピ 1/ ファクス 
n ピ— 


ファクス 


メモ U — 受信したフアクスをプリントする 
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